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お見合いなんて嫌！




～老舗和洋菓子店の看板娘は、甘いもの好きなイケメンコンサルの誠実な愛に救われる～
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第一章　突然の出会い












　五月初旬の晴れ晴れした、気持ちの良い日。

「いらっしゃいませ」

　和洋菓子店〝ももせ〟本店の看板娘ということになっている私、桃瀬ももせ虹子にこがいつものように店番をしていると背の高いスーツの男性が訪れた。

「すみません、〝ももの実〟というお菓子は置いてありますか？」

　男性は、身長が高く細身の筋肉質タイプ。キリッと整えられた眉にぱっちりとした二重、鼻筋の通った高い鼻に薄い唇をした容姿端麗の青年。肌艶も良さそうである。

（芸能人みたい。キラキラオーラが溢れ出てる……）

　こんなにも綺麗な男性がももせに訪ねて来ることが珍しく、私の心の中はざわめいた。男性と付き合った経験もなく、二十六年が経過してしまった私には、余計に気もそぞろになる。

「はい、こちらでございます」

　ざわつく心を必死に隠しながらカウンターの外に出る。右の指をピンと伸ばし、ショーケースに飾られている見本のお菓子を示した。

〝ももの実〟は、ももせの看板商品で桃の形をしたお菓子。艶のある皮の部分には栗まんじゅうの皮と同じように白砂糖と餅米を使用している。中身は、ももせオリジナルのミルク餡に程よく桃のペーストが練り込んである。

「そうだ、こんな感じだった」

　男性は思い出したようにそう言った。男性が以前にも、ももの実を食べたことがあるのかもしれない。思い出して買いに来てくれたのだと思うと私は、たまらなく嬉しくなった。

「ももの実は単品でも販売しておりますし、箱入りもございます」

　男性につい見とれそうになってしまう自分の心を必死で消そうとする。

「では、十個入りを一箱ください」

　男性は少し考えた後にそう伝えてきた。

「はい、かしこまりました。ただ今、お包みいたしますね。少々お待ちくださいませ」

　私は笑みを浮かべながら、ももの実が十個入った箱をカウンターの後ろから取り出す。

　男性の物言いはとても柔らかだが、一切笑わない。

（話せばとても優しそうなのに、見た目は冷たそうに見える。本当に素敵な方だから、もっと笑ってほしいな。笑顔が見てみたい……）

　私は目がぱっちりしていてまつ毛が長いが、鼻はあまり高くはない。ぷるんとした唇で、小さい頃はお人形さんみたいに可愛いとよく言われたけれど、大人になった今も身長は一六〇センチと平均で容姿には自信がない。しかし普段から笑顔だけは絶やさないように心がけている。どんなに辛くても、笑えばなんとかなりそうな気がするからだ。

「あ、それとすみません！　うちのスタッフにお土産を……と思いましたが、何かおすすめはありますか？」

　男性に声をかけられ、私はお菓子を包む手を止める。男性は『うちのスタッフ』という単語を口にしたが、彼は何者なのか？

「一番の売れ筋はやはり、ももの実ですね。その他は、餅入りの最中とかありますけれど……」

　ももの実と同じくらい売れているのは、ももの形をした餅入りの最中やミルクまんじゅうだ。

「そうですか、では単品で、ももの実と最中を七個ずついただけますか？」

「はい、かしこまりました。ありがとうございます」

　会計を済ませた後、男性の要望により、全てのお菓子は紙袋にまとめる。私は手提げの紙袋に入ったお菓子を渡そうとカウンターから出た。

「お待たせいたしました。一袋にまとめてありますが、中にお渡し用の紙袋を入れてあります」

「ありがとうございます」

　そういえば私が梱包している間、男性は店内のお菓子をじっと眺めていた気がする。

（そうだ、お客様自身にも、ももせのお菓子に興味を持ってもらえるように試供品としてお菓子を渡そう）

　咄嗟にそう思い、後から店頭に並べようと思っていたミルクまんじゅうをそっと手に取った。

「こちら、よろしければ召し上がってみてください。先程お伝えしたミルクまんじゅうです」

　また来てほしいという願いも込めて、紙袋とともにミルクまんじゅうを渡す。

「え？　いただいてもいいんですか？　ありがとうございます」

　男性の口角が少しだけ上がり、微笑んでいるように見えた。私は向けられた微笑みにドキッと胸が高鳴る。

　どうしよう？　綺麗な顔立ちをし、丁寧な言葉使いと綺麗な立ち居振る舞いをする男性に、きゅんとときめいてしまった。男性は周りにはいないタイプで、私にはとても新鮮だった。

「またいらしてくださいね、ありがとうございました」

　私は深々とお辞儀をして、男性を見送る。男性も軽く会釈をしてから店の外に出た。

（素敵な方だったなぁ。また会えたら嬉しい）

　見送った後も胸の高まりがおさまらないまま、そっと自分の胸元に右手を充てる。

（ドキドキ、鎮まって……！）

　こんなにも一瞬で心を奪われてしまうことなど初めてで戸惑ってしまう。

（これが、一目惚れっていうやつなのかな？）

　私は心を落ち着かせるべく、仕事に集中することにする。

　先程のミルクまんじゅうを単品売りのコーナーに並べ、ふと店の外を見た。男性はもう近くにはいないのに、何故か気になってしまう。

（あれ？　今日は雨予報だったのかな？）

　外を眺めているとパラパラと雨が降ってきたことに気付く。

（あの人は傘は持っているのかな？　濡れてないと良いけれど……）

　一瞬だけ心配したが、雨は間もなくやんだ。どうやら通り雨だったらしい。

（さて、他の商品も補充しなきゃ！）

　やる気を出して、てきぱきと動き回る。

「こんにちは、すぐに雨がやんで良かったわぁ」

「こんにちは。いらっしゃいませ」

　常連のお客様が来て、私は普段の仕事に戻っていった。






　※　※　※






　通り雨はすぐにやみ、太陽が輝いている。

　スーツがほんの少しだけ濡れてしまったが、いつも持ち歩いている折りたたみ傘のおかげですぐに対処できた。手土産の紙袋も濡れずに済み、クライアントにも無事に会えた。

　経営コンサルタント企業〝雨野宮あめのみやコーポレーション〟の社長である俺、雨野宮諒りょうはお菓子を三つ、デスクの上に並べて考え込んでいる。

　コンサルタント企業といっても軌道に乗りはじめたばかりで規模はそんなに大きくない。東京都大田区のとある駅から十分くらい歩いた場所にある雑居ビルの二階を借りている。今のところは社長室もなく、オフィスと応接間があるだけだ。壁際に自分のデスクを構え、オフィス全体が見回せるようになっている。

　クライアント先から戻り、やっと一息つけて、今からコーヒーを飲みながらおやつタイムにしようとしているのだ。

（どれから食べようか？　やはり、売れ筋のももの実か、それともオマケでもらったミルクまんじゅうから食べようか？）

　淹れ立てのコーヒーを一口飲んで、ミルクまんじゅうを手に取った。

（これはあの人がおすすめしてくれたお菓子だ。やはり、これから食べよう）

　俺はクライアントが好きだというお菓子『ももの実』を手土産にしようと、ももせに買いに行った。ももせは初めてだったので、スタッフへのお土産も店の人におすすめを聞いて購入した。そしてオマケにミルクまんじゅうを一つもらった。

　自分は甘党という程ではないが、甘いものは嫌いではない。会社に戻り、ももの実と最中を従業員に配り、今さっきオマケでもらったミルクまんじゅうを食べようとしている。

　フィルムを剥がした途端、ふんわりと甘い香りが鼻をかすめてくる。

　一口頬張ると、甘さが控えめな優しい風味が口の中に広がった。

（ミルクまんじゅう、何だか懐かしい味がしたなぁ）

　もしかしたら祖父母が遊びに来てくれる時にお土産に……と買ってきてくれたものかもしれないと思い出した。

（そういえば、店員さん可愛かったなぁ。手馴れているから、社員さんだろうか？）

　ももせの店員の女性の顔を思い浮かべていた。

（店頭に立っているだけで、華がある）

　そんなことを思いながら、大切にミルクまんじゅうを食べていく。

「社長、ごちそうさまでした！　ももの実も最中も美味しかったです！」

　小柄な女子社員の直川なおかわは俺の目の前のデスクに座っていて、声をかけてきた。

「え？　もう二つとも食べたのか？」

　短時間の間にペロリと食べてしまった直川にびっくりする。

「はい！　美味しくいただきました！　また食べたいので、よろしくお願いします」

　直川は満面の笑みを浮かべる。彼女は新入社員で、明るく元気がある。

「雨野宮社長がお菓子を眺めながら時間をかけて食べるなんて、何かあるのかしら？」

「お店の子を気に入って、つい思い出しながらとか？」

「そうかもしれないね。ついに社長にも春が訪れたか……！」

　他の社員からはヒソヒソ話が聞こえてくる。それほど大きな事務所ではないので、自分の耳にも自然と入ってきてしまう。

　たしかに彼女は可愛かった。笑顔も素敵で接客も丁寧で、一瞬で自分の心を掴んで離さないような人だった。しかし、そんなことを考えていただなんてスタッフには悟られたくはない。

「話し声は全部聞こえてますよ」

　スタッフたちは『すみません！』と返したが、クスクスと笑っている。

（あいつら、いつも好き勝手なことを言ってくる！）

　普段から冷静沈着だと自分では思っているが、社員にはからかわれてばかりでペースを乱されることもある。

「社長、お菓子ごちそうさまでした。ももの実は自宅に帰ってからいただきますね」

「ええ、是非持ち帰ってください」

「これ、頼まれていた資料です。詳しいことはパソコンにも共有してありますので」

　男性社員から書類を受け取る。彼は雨野宮コーポレーションの中で最年長の五十二歳だ。

「田中さん、ありがとうございます。田中さんがいてくれて助かりますよ。他の社員は噂話しかしてませんので」

　噂話をしていた社員たちに向けて、聞こえるように言った。

　田中は以前、俺の父の会社で営業をしていた人。その会社は精密部品を加工していた。当時、経営は厳しかったが、ある部品の特許を取るまであと一歩まできていた。そんな時、大手企業の策略により技術者は引き抜かれ、最後に残ったのは父と田中のみになった。結果的に父は騙されたのだと思う。行き場をなくした二人を救おうとコンサルタント会社を立ちあげた。

　自身のコンサルタント会社は、企業の業務改善の他に、下請けなどの中小企業もハッピーになれるように……をコンセプトとしている。

　当初は中小企業が辛い思いをしないよう立ち上げたが、依頼してくる企業はコンサルタントを入れるだけあってそれなりに大きい。業務改善、業務効率化のしわ寄せが下請けの中小企業にいかないように企業倫理にも踏み込んだ提案をしている。

　痛いところをつかれたとして、俺を出入り禁止にした企業もあったが、結果が出て売上高が伸びたところからはとても感謝されている。

　自分には父の会社の二の舞を踏ませない、という強い信念があるのだ。

「みんな、社長と仲良くしたいんですよ。私は圧倒的に年上ですが、みんなが優しくしてくれて……助かっているのはこちらです」

　俺は三十二歳で、他の社員は大半が二十代だ。……といっても、俺を含めて七人しかいない。

　社員同士も仲が良く、アットホームな感じだ。

　俺は自分の作った会社がこんなにもアットホームな感じになるとは思っていなかったが、これはこれで良いと思っている。

「田中さんあってのこの会社ですからね。これからもよろしくお願いします」

　田中はこの会社唯一の家族持ちだ。会社が軌道に乗るまでは、以前ほどの給料も払えず、生活も苦しかったと思う。彼が定年を迎える日まで、路頭に迷わせることは絶対にしないと心に決めている。

（ミルクまんじゅうの残りを食べてから、仕事しよう）

　糖分を摂取し、気持ちを切り替えて仕事に取りかかる。俺はミルクまんじゅうをとても気に入り、次のお菓子にも手が出そうになるが、一日一個と決めて、大切に食べることにする。

　懐かしいミルクまんじゅうの味に、またももせに買いに行こうと心に決めた。






　数日後、どうしてもミルクまんじゅうが食べたくなった俺は買いに行くことにし、クライアントの企業に行った帰りにももせに立ち寄った。ももせは、会社から一駅先にあるので行きやすい。

「嫌！　私はお見合いなんてしないしお店もなくしたくない！」

　店の扉の前まで行くと、中から飛び出してきた女性とぶつかった。女性はあの時の店員だった。

「あっ……」

　彼女の頬には涙がこぼれ落ちていた。

　俺は思わず彼女の腕を掴み、「どうしましたか？」と訊ねる。彼女の顔は涙でぐじゃぐじゃだった。

（こんなにも泣いている。一体どうしたのだろうか？）

　彼女は一瞬、こちらを見たがすぐに視線を逸らした。

「な、なんでもないです……！」

　そう言って掴まれた腕を振り切ろうとする。

「そんなに泣いてるのになんでもないわけがない」

　心配で少し強い口調で言ってしまうと彼女は驚いた顔をしたが、目を伏せて唇をきゅっと噛み締めた。

「急に腕を掴んでしまい申し訳ありませんでした。私でよければ、お話聞きますよ？」

　掴んでいた彼女の腕を離してから歩き出すと、彼女も後ろからついてきた。

（ここならゆっくりと話ができそうかな）

　ももせの二軒先にはカフェがあり、先に歩いていた俺はその前で立ち止まった。

「あ、あの……！」

　カフェに入ろうとした時、後ろから彼女に声をかけられた。

「少しだけ、カフェで話をしませんか？　カフェなら落ち着いて話を聞けると思います」

　カフェに入るように提案してみるが、彼女は顔を下に向けて俯いてしまう。

「ありがたいお話なのですが、私はカフェの店主も顔見知りなんです、こんな泣き顔で入るのはちょっと……」

　彼女は小さな声で続け様に「きっとまずいことになると思うんです。カフェの店主は穏やかなご夫婦ですが、どこでどう噂が広まるか分からないので」と俺に向けて呟いた。

「お気遣いできずにすみませんでした。他にどこか、話ができる場所はありますか？」

　目先のことに囚われて、彼女の事情を気遣えなかった自分が情けない。反省しつつ、彼女の返答を待つ。

「……近くに公園があります」

「天気も良いし、公園に行きましょうか？」

　カフェに入ることを躊躇していた彼女のことを考えて、俺は一人でドリンクを買いに行く。店外で待っている間も知り合いに会うかもしれないと気遣い、彼女に先に公園へ行くように告げた。

（彼女に元気になってほしい。俺に何か手伝いができればいいんだけど……）

　カフェの中でテイクアウトの用意ができるのを待ちながら、俺は彼女のことをぼんやりと想う。彼女が何故泣いていたのかを知りたくて、紙袋をスタッフから受け取ると公園へと急いだ。
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　私の涙はいつの間にかとまっていた。

　私は公園に着くと、入り口側から一番近いベンチに座る。公園には走っている人や散歩をする人が数人いる程度だった。

　座って空を見上げるともうすぐ現れるであろう、彼のことを思う。

（名前も知らないのに話を聞いてもらうだなんて変な感じがする。彼はお客様であって、友達でも恋人でもないのに……こんなことってあるのね）

　心の中に彼がすんなりと入り込んでいる。空を眺めていると次第に私の心は落ち着きを取り戻して、ほっこりと温かくなっていく。

「お待たせしました！」

　彼が戻って来て、私を見つけると早歩きで歩み寄って来た。

「カフェラテと……こちらは、おすすめされたフィナンシェです」

　彼は私の隣に座り、手提げの紙袋の中から取り出した品物を手に渡してくれた。

「そういえば……私、お店を飛び出して来ちゃって、お財布持ってないんです。お店に戻ったらお返し……」

「これは、こないだのオマケのお菓子のお礼だと思ってくださいね」

「え？　たったの一個なのに？」

　男性に奢ってもらったことなどない私は驚きを隠せなかった。

「数は関係ないんですよ。私は客として、凄く嬉しかったんです。それはオマケをもらったからというよりも、お心遣いが嬉しかった。そのお礼です」

　こんなにも喜んでもらえるなんて思ってもいなかった。

（下心込みで渡したことが恥ずかしい。純粋に喜んでくれているのに……）

　私は静かに俯く。

「そうだ、私たち、まだお互いの名前も知らないですね。私はコンサルタント会社を経営しております、雨野宮諒といいます」

　彼は俯き加減な私にそう告げる。

（雨野宮さんと言うのか。珍しい名字だけど、どこか涼し気な雰囲気の彼にはピッタリかも）

　名字の響きが心地好く、耳にもすんなりと入り込んだ。

「私は桃瀬虹子です。〝にこ〟は虹の子と書きます」

「虹子さんですか。素敵なお名前ですね」

　雨と虹──雨上がりには、虹が出る時もある。そう思うと出会ったのは必然で、初めから縁があったようにも思えてくる。

「さぁ、お互いに名前もわかったので、見ず知らずでも、ただの客でもなくなりました。遠慮なく話してください」

　雨野宮さんがコーヒーを飲みながら私の方を見つめてくるので、咄嗟に顔を背けた。

（あからさまだったかもしれない。でも、恥ずかしくて雨野宮さんの顔を見ながらなんて話せない！）

　胸の高まりがおさまらない私はかなり緊張しつつ、カフェラテを一口飲んでから口を開いた。

「実は……」

　雨野宮さんの優しさに触れて、少しずつ事情を話し始める。

「経営が苦しくなり、このままでは店をたたまなければならないと。唯一、店が生き残れる方法は不動産屋の息子さんとお見合いすることだと父に言われて……」

「え？　そうなんですか？」

　雨野宮さんは目を丸くして話を聞いている。

　私はそれから詳しい事情を雨野宮さんに説明した。私は和洋菓子店〝ももせ〟を経営している両親のもとに生まれた一人娘だということ。それから、ももせは現在、神奈川県で七店舗を展開していて、本店も含めて店舗はすべて賃貸物件だ。そのうちの五店舗は小深沢こふかさわ不動産所有のものであることも伝えた。残り二店舗はデパートのテナントに出店している。こちらは違う不動産が管理している。

　小深沢不動産は東京都内と神奈川県内に多くの土地を持っている。そして曾祖父母の代からももせに不動産を貸している。

　家族経営で、数年前から現社長の一人息子の雅樹まさきがももせを担当することになった。以来、更新時期が二度おとずれたが、賃貸料が上がり、ももせの経営にも響くようになった。その雅樹が私のお見合い相手だという。

　その他、駅の構内やデパートの店舗にもお菓子を置いてもらってはいるが、目新しいスイーツ店におされて売上が伸び悩んでいる。

　父は三代目の和菓子職人だ。母は若い頃にパティシエの修業をしていたが、父に出会って恋に落ちて結婚に至る。結婚後はパティシエの経験も活かしつつ、ももせの和洋菓子の新商品の開発に勤しんでいた。

「お見合いと言っても、顔見知りではあったんですね？」

「そうですね。いつもご挨拶程度で、きちんとお話したことはありません」

　中肉中背の雅樹さんは、はっきりいって背の高い男性が好きな自分のタイプではない。それにいつも愛想がなく、目つきも良くないので印象も悪いのだ。

「私が何か力になってあげられたらいいんですが……」

　雨野宮さんは私を気遣い心配そうに声をかけてくれて、私はそれだけで充分なくらいに嬉しかった。

「いえ、お話を聞いていただけただけで嬉しいです。ありがとうございます」

　店を救うには仕方のないことだと頭の中では理解はしているが、雅樹さんとお見合いなどしたくない。自分を犠牲にしてお店を取るべきか、自分の幸せを取るべきか――私は悩んでいた。

　恋愛経験のない私は一度でも良いから、自分の理想のタイプの雨野宮さんのような素敵な男性とお付き合いしたかったと思った。一度でも素敵な思い出があれば、すんなりと雅樹さんに身を委ねることもできたのかもしれないと考える。

「差し支えなければ教えていただきたいのですが、虹子さんは販売以外に関わっていることはありますか？　例えば経理とか……」

　しばらく黙り込んでいた雨野宮が口を開いた。

「販売データの管理ならしています」

「他にありますか？　どんな些細なことでも構いません。お店について知ってる情報などあれば……」

「あとは各店舗の不動産の賃貸料と商品の製造原価を知っています」

　販売だけではなく、販売データの管理等もしていたので、店の経営が危ういこともひしひしと感じていた。経理は担当していないが、どこの店の賃貸料が幾らかぐらいは知っている。

　年々、原材料の高騰によりお菓子の値上げもしてきたが、売上に比べて賃貸料が見合っていないのは私も承知していた。

「それです！　その情報から、お店の経営を立て直せるかもしれません！」

　雨野宮さんはこちら側に身を乗り出し、カフェラテを持っていた私の両手を覆いかぶせるように両手で包んだ。
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「あ、雨野宮さん……！」

　私は、雨野宮さんの咄嗟の行動に頭の中がパニックになる。

「わぁ、す、すみません！　立て直せる切り口が見つかりそうで嬉しくて、つい。セクハラ……ですよね？」

　雨野宮さんも我に返ったのか、はっとして両手を離した。

「いえ、だ、大丈夫ですけど。ちょっとびっくりしました」

　手を離された後もドキドキがおさまらなかった。顔にまで火照りを感じてしまう。

「本当にすみません。なんとかしてあげたいと思っただけなんです」

　しゅんと落ち込んだ雨野宮さんの顔を見上げた時、空から降りてきた雫が頬を掠めた。

「雨ですね」

　ポツポツと降り出した雨の粒が次第に大きくなってきた。

「今日は午後一時雨だと天気予報が知らせていましたが、早まったのかな。戻りましょうか……」

　雨野宮さんが言ったことに同意をして、私たちは店に戻ることにした。

「何かありましたら、お電話ください」

　立ち上がった時に雨野宮さんは名刺を渡してくれた。差し出された名刺を受け取った後、自分の顔がほんのりと赤くなっていくのが分かった。その後、雨の降り方は次第に強くなっていった。

「はい、嫌じゃなかったら半分どうぞ」

　歩きながらビジネスバッグから取り出した折りたたみ傘をポンッと開いた雨野宮さんは、私に入るように促す。気恥ずかしいのでどうしようかと多少躊躇ったが、素直に応じることにした。

「ありがとうございます」

（あれ？　手と足が重なってる？）

　初めての男性との相合傘に同じ側の手と足が一緒に動き、ぎこちなくなっている。

「大丈夫ですか？」

　真上から、優しい声が下りてくる。

「だ、大丈夫です」

　私の緊張が雨野宮さんに伝わっているのか、気にかけてくれている。その後の会話は続かず、雨の音が傘に跳ねる音だけが聞こえた。

　公園を出る時、「虹子さんは、お店のお菓子で何が好きですか？」と雨野宮さんが訊ねてくる。

「私は、ももの実も好きですが、一番はミルクまんじゅうです」

　子供の頃から、ミルクまんじゅうが大好きだった。小さい頃、お手伝いをした時にお駄賃としてもらえたミルクまんじゅうは美味しさも格別で、大人になった今も優しい甘さに心奪われたままであることに変わりはない。

「同じです、俺……いや、私もミルクまんじゅうが好きです。ほんのりした甘さがコーヒーと良く合います。虜になりそうです」

「虜になっちゃうの分かります」

　雨野宮さんの話を聞いて、くすくすと笑ってしまった。

（雨野宮さんとミルクまんじゅうの組み合わせ、なんだか可愛らしい）

　雨野宮さんの表情は豊かではないけれど、絶対に良い人だと確信していた。きっと不器用なだけで、気遣いが上手な人だと私は思っている。

「本当は今日、ミルクまんじゅうを買いに来たんですよ。また日を改めて買いに行きますね」

「そうだったんですね。それは大変失礼なことをしてしまい、申し訳ないです」

　話を聞いてくれたお礼に次に訪ねて来てくれた時は、ミルクまんじゅうをたくさんプレゼントしようと思った。

「雨も上がりましたね」

　雨が上がり、雨野宮さんは傘をたたむ。

「あ、虹ですね！」

　雨野宮さんが気付き、私も空を見上げる。二人が歩いて行く方向に虹が出てきた。

　二人で見た虹はとても綺麗で、この日のことを一生忘れないと思った。

「今日はありがとうございました。話を聞いていただけて、気持ちが晴れやかになりました」

　深々と頭を下げた。

「また伺います。今度こそ、ミルクまんじゅうを買いに行きますね。では、今日のところはこれで失礼いたします」

　軽く頭を下げ、雨野宮さんは駅の方向へと向かって歩いて行く。自分の会社へと戻るらしい。小さくなっていく姿を見送り、私は店の中に入った。

　店に戻った私は店番をしていた母にどこに行っていたのか？　と問い詰められたが、何も答える気にはなれなかった。父とも顔を合わせたが、お互いに無言を貫いた。






　その夜、ベッドに入った私は雨野宮さんにもらった名刺を取り出して眺めた。

（雨野宮コーポレーション……雨野宮諒。社長さんなんだよね？　すごい方とお知り合いになってしまった）

　名刺を持った両手を天井に向かって伸ばす。繰り返し、繰り返し、雨野宮さんを思い出してしまう。

（雨野宮さんをもっと知りたい。会社のサイトには雨野宮さんの紹介とか載ってるかな？）

　思い立ったように飛び起きて、充電していたスマホに手を伸ばして雨野宮さんの会社をネットで調べる。

（設立年月日などがある！　雨野宮さんの顔写真も載ってた。写真映りも良くて羨ましい……！）

　写真の雨野宮さんも、出会ったままの綺麗で凛々しい顔だった。写真を見るだけでときめいてしまうのは如何なものかと思うが、それだけ雨野宮さんへの想いを募らせているということかもしれない。

（コンサルタント業をしているのならば、本当にお店も救ってくれるかもしれないし、そしたらお見合い自体もなくなるかもしれない）

　会社のホームページで概要などを一通り見た後、スマホの画面をオフにしてベッドサイドに置いた。

　名刺も願いを込めてベッドサイドに置き、雨野宮さんを思い浮かべながら眠りについた。

















第二章　望まないお見合い












「ありがとうございました。またお越しくださいませ」

　本日最後のお客様を送り出し、背中が見えなくなってからシャッターに手を伸ばす。シャッターを閉める前にキョロキョロと歩道を見渡しても、雨野宮さんの姿は見当たらない。

　今日も雨野宮さんは来店しなかったと残念に思いながら溜め息を吐き、静かにシャッターを閉めた。

　毎夜、寝る前に雨野宮さんからもらった名刺を眺める。けれども自分から連絡する勇気もなく、雨野宮さんに会えないままに時が過ぎていた。

「お疲れ様。お父さんが今日の夕飯は外食にしましょうって」

　背後から母に声をかけられ、雨野宮さんの存在がかき消された。

「え？　私は簡単に夕飯を済ませるからいいよ、二人で行ってきて」

「そんなこと言わないで、たまには美味しいものを食べに行こう」

　母は私の左腕に自分の右腕を絡ませる。普段から姉妹みたいに仲良し親子ではあるが、私の左腕をがっしりと掴んで離さないのは、どうしても一緒に行ってほしいからだろう。

　父が外食をしようとしたのには裏がある。きっと、お見合い話を進めるためだ。お見合いの話をされてからというもの、私は自宅では父を避けるように食事時間をずらしている。日中、父はいつも自宅裏にある工場内にいるのでほぼ会うことはない。

　本店は自宅から電車で一駅だ。

　両親が本店に来る時もあるが向こうは車で、私は電車だ。以前は乗せてもらったりもしていたが、お見合いの話が出てからは乗らないことにしている。

　私が意識すれば、父を避けようと思えば避けられる。なるべく自宅内では会わないようにして、お見合いの話をされないようにしていた。

「何が食べたい？」

「……別に何でもいい」

　母はそう訊ねてきたけれど、私は乗り気がしない。イタリアンとかクリームソースがけの美味しいオムライスとか食べたいものはたくさんあるけれど、父が行くとなると喉にも通らなくなりそうだ。

「ずっと気になってたけど、虹子はお父さんのことを避けてる？」

「え？」

「家にいる時、お父さんが居る時間帯はリビングにも来ないじゃない？　もしかして、お見合いのことを気にしてるの？」

　母の口から予想もしない言葉が出てきた。お見合いの件に関しては一切口出しをしなかった母なのだが、本音はどうなのだろうか？

「お母さんは虹子が他の誰かと巡り会って幸せになってくれるのなら、お見合いしてもしなくてもいいと思ってる」

　そう言いながら、母は寄り添いながら私の肩に頭を乗せてきた。

「お母さん……」

　母は私がお見合いをしたくないことを薄々感じていたのか、そんなことを言ってきた。私が生まれてこの方、一度もお付き合いしている人がいないのを知っているからこそ、無理にはお見合いを勧めてはこないのかもしれない。

「お母さんの考えはね、虹子が思うようにしたらいいと思うの。お見合いしたくないのなら、逃げてばかりいないでお父さんと話し合わなきゃね」

「……うん」

　私が悩んでいたことなんてお見通しで、さすが母だと思った。

（そうだよね、この際だから父にはっきりとお見合いはしないと伝えればいいんだ！）

「お父さんとお母さんみたいに運命的な出会いがあればいいわね」

　母はふふっと、はにかんだように笑う。父と母のように出会ったばかりの頃からお互いを意識して、一途で情熱的な恋愛がしたい。

「わ、私ね……」

　友達でも恋人でもないけれど、自分の心は既に雨野宮さんに奪われているということを母に話し出そうとした。

「虹子、何を食べに行くのか決まったのか？　久しぶりの外食だから楽しみだな」

　雨野宮さんとの出会いを話そうとした瞬間、私の言葉は父によって遮られた。父は仕事を終えるといつもは菓子工場から真っ直ぐ帰宅するのに、今日は外食することもあり店の裏口から入り顔を出した。

「決まってないよ、お母さんからさっき聞いたから」

　父は憎たらしいほどに、にこにこ笑顔を浮かべている。私は乗り気ではないので、行先は勝手に決めてほしいくらいだ。

「そうか、ならたまには中華料理はどうだ？　虹子の好きなエビチリを食べに行こう」

「……うん、中華でいいよ。着替えてくるから待ってて」

　私は更衣室に行きエプロンを外す。バックヤードにある小さめな更衣室は休憩所も兼ねている。鍵付きのロッカーは五つあるが、今使用しているのは私、平日のパートさん、土日祝のみの副業アルバイトの三人だけだ。以前繁盛していた頃は人件費にも余裕がありロッカーが全部埋まっていたのに、今では余っていて、こんなところにも経営の傾きが影響している。

（はぁっ。私はももせが大好きなんだけどなぁ。何とかならないものか……）

　私は溜め息を吐き、ロッカーの扉をそっと閉めた。






　ももせの本店前でタクシーを捕まえて、十五分ほどの場所で私たちは降りた。

「ここは最近、ネットでも話題の中華料理店だ。虹子のような若い子もたくさん来てるらしいぞ」

　父がおすすめしている中華料理店はまだできたばかりなのか真新しく、外壁は黒でオシャレな感じである。押し扉を開いて中に入ると店内は混雑していたが、席は空いているようだ。店内は父が言うように自分と同じ年代に見える人たちもたくさんいて、明日も平日できっと仕事だろうというスーツを着た会社帰りのサラリーマンたちも食事を楽しんでいる。

「いらっしゃいませ、こちらのお席にどうぞ」

　鮮やかな青に大きな花柄のチャイナドレスを身にまとっている小柄で細身の女性が、奥にある四人掛けの席へと案内してくれた。とても可愛くて、この店の看板娘かもしれないと思った。

「メニューをどうぞ。アラカルトもありますし、食べ放題のプランもあります」

　私は女性スタッフから渡されたメニューを開く間もなく、父がすかさず「食べ放題にします」と答える。陶器のポットに入った飲みきり用の紹興酒を味見程度に三人で分けて飲むことにして、それぞれに好きなドリンクをオーダーした。私は温かいジャスミンティーをオーダーする。透明なポットに入っており、良い香りと共に可愛らしくジャスミンの花が開く。

　ドリンクは女性スタッフが訊ねてくれたので個々でオーダーできたが、私も母もメニューを開く前から食べ放題だと決めつけるところが父の苦手なところだったりする。お見合いもそれと同じで、自分が良かれと思っているだけなのだ。

「食べ放題にしたから、好きなものをオーダーしなさい」

　私の気持ちなど知る由もなく、父は満足気に微笑んでいる。

「虹子の好きなエビチリは絶対にオーダーしましょう。それから、ゴマ団子に桃まんじゅうに……」

「お母さん、甘いものは最後にして点心にしたら？」

「それもそうね。つい甘いものに目がいっちゃってごめんね」

　母がパティシエを目指したのも甘いものとお菓子が大好きで、いつしか自分でも作ってみたいと思うようになったのがきっかけだと聞いたことがある。少女時代はご飯よりも甘いものが食べたくて仕方なかったらしい。

「エビがぷりぷりしてて美味しい」

「翡翠餃子も美味しいわよ。食べてみて」

　オーダーしたエビチリや点心などが届き、私と母は舌鼓を打つ。三人で食事をしているはずなのに、父は特に何も話さずに紹興酒を飲みながら黙々と料理を口に運んでいる。少し酔いが回ってきたタイミングなのか、父は突然として口を開いた。

「料理も美味しいし、店員の接客も素晴らしくていい店だな」

「……うん」

　私は食べる手を止めて、父の顔を見る。

　お見合い話をされる以前は、父ともたくさん話をしていた。自宅にいてもももせのことや巷で噂の新しいスイーツのことなどを話したり、休みの日には母も一緒に実際に食べに行くなどして仲の良い親子だったが、今はぎこちない関係だ。全てはお見合い話のせいだと、父にも気づいてほしいのだけれども……。

「ここは、小深沢不動産の息子の雅樹君が教えてくれたんだ」

「そうなんだ」

　聞きたくない名前を聞いて、動揺しないはずがない。その流れから話されることは、大抵予測ができる。

「雅樹君はとても頑張り屋で、近所での評判もいい。虹子にとっても悪い話じゃないんだ。地主の小深沢さんは古くからの付き合いで……」

　父は私を説得するのに必死で、過度にお見合い話を勧めてくる。

「古くからの付き合いは分かってる。でも……お見合いなんてしたくないの！」

　私の目尻には涙がうっすらと浮かんできた。せっかくの美味しい料理も、お見合い話とあの人の名前を出されただけで味がしなくなってくる。別にあの人、雅樹さんが悪いわけでも特別嫌いなわけでもないけれど、他の誰であろうと私はお見合いを拒否したいだけだ。

「……なら、交際してる男性がいるのか？」

　父にそう聞かれて咄嗟に雨野宮さんを思い出したが、彼は恋人ではない。

「わ、私は……」

「なんだ？　いないんだろう？　虹子の浮いた噂なんて一つも聞いたことがないもんな」

　図星なので何も答えられない。なんなら、雨野宮さんと公園に行った時に近所の誰かに見られていた方が両親にも伝わり、その方が良かったのではないか？　と考える。

「そ、そんなことはないよ！」

　慌てて否定をしたが、私には後にも先にも雨野宮さんしか思いあたる人物がいない。まだ二度しか会っていないけれど、私の心の中は彼への恋情で埋め尽くされている。

「そうか。なら、どんな人なんだ？」

「雨野宮さんと言って……お店に来るお客さんなんだけど、背が高くてカッコイイんだよ」

　私の好みのタイプで、理想にピッタリと当てはまる雨野宮さんのような人とは、きっと、もう一生出会えないと思う。雨野宮さんとお付き合いできたら幸せだと切に願う。

（雨野宮さんに会いたいな。声が聞きたい）

　私は膝の上で、拳にきゅっと力を込める。

「交際してるのか？　職業は？」

　父は間髪入れずに訊ねてきて、私は胃にキリキリと痛みを感じるようになってきた。

「職業は経営コンサルタントです。交際は……まだしてない、けど」

　これで分かってもらおうとは思わないけれど、正直に話すしかない。

「交際はしてないのか？」

「……うん、でも個人的に会う約束はしてるの」

　父の顔付きが険しく、母は黙っている。

「経営コンサルタントって、ももせの経営が傾き始めている情報を知って、契約目的で虹子に近付いてるだけじゃないのか？」

「ち、違う……！　雨野宮さんはそんな人じゃない！」

　私は父の一言で我に返った。契約目的だなんて思ってもいなかったが、雨野宮さんが現れたタイミングも資金繰りが厳しくお見合い話が浮上したあたりなので、あながちそうなのかもしれない。父の言葉に惑わされたくはないのだが、違うという証拠が雨野宮さんの人柄の良さだけなので完全な否定もできない。

「とにかく一度、雅樹君に会ってみなさい。雅樹君に合えば、見てくれだけに騙されている虹子も目が覚めるだろう」

「お父さん！　私は騙されてなんてない！」

「そんなことは時間が経てば、はっきりと分かることだ。雅樹君なら安心して虹子を任せられるし、将来も安泰だ」

　父は断固として、お見合いを取りやめにするつもりはなさそうだ。何を言っても聞く耳を持たず否定をして、お見合いをするようにと繰り返し言ってくる。

「雅樹君の実家は地主だし、生活に困ることもない」

　父の目には雅樹さんはとても良い男性に映っているのだろう。たしかに近所の評判に悪い噂は聞かないが、私は好きにはなれないのだ。私には家族に守られているだけのお金持ちのおぼっちゃまにしか見えない。

（真実はどうか分からないけれど、こんなことになるならば勇気を出して自分から雨野宮さんに連絡すれば良かったな。騙されていたとしても、雨野宮さんを好きになってしまったのだから……）

　私は落ち込む気持ちを抑え込むように唇をきゅっと噛んだ。

「ほら、もうすぐラストオーダーの時間みたいよ」

　食べ放題にしたのに途中で箸を置いたまま、二十分は経過したような気がしている。そんな時、母が助け舟を出してくれた。決して、お見合い話に口を挟むわけではないが、話を逸らしてくれただけでも心が軽くなった。

「そうそう、桃まんじゅうにゴマ団子もオーダーしなきゃいけないわね。あとは何にしようかな？」

　母は甘いものを食べる気満々で、スイーツ系ばかりを目を輝かせながら探している。〝甘いものは別腹〟とは本当なのだ、と思わせるほどにたくさんオーダーしようとしていた。父がお見合い話を再び浮上させようとして口を開くのだが、対抗できない私に代わって母が、「その話は後にして、とにかく食べましょう」と一刀両断する。父も母に強く出られると言い返せないらしく、そのまま黙り込んで残りの紹興酒を飲んでいた。

　自宅に帰るまでのタクシーの中では三人とも無言で、私に至っては父から話しかけられないように寝たふりをする。雅樹さんが紹介してくれたお店は美味しいし、外装も内装もオシャレで友達とも行きたい雰囲気ではあったが、彼を全面に押し出して勧めてくる父の魂胆が見えすぎて嫌だ。

　帰宅して間もなく、私は自分の部屋に篭ろうとしたのだが父に捕まった。

「とにかく、会うだけ会いなさい！」

「……嫌！」

　腕を掴まれて立ち止まるが押し問答で、このままでは解決もしない。

「お父さん！　虹子！　もういい加減にしなさい。とりあえず、お見合いをすればお父さんも気が済むんでしょ？　なら、お見合いをして、その後は虹子が決めることだから嫌だったらはっきりと断りなさい」

　まるで子どもが二人いるみたいに怒った母は、お互いの主張を丸め込む。

「お父さん、虹子には虹子の人生があるの。それに対して、私もお父さんも邪魔をしてはいけない。一度しかない人生なんだから、虹子には幸せな明日を過ごしてほしいの。私の願いはそれだけよ」

　母は、父に向かってきっぱりと言い放った後に「虹子、小深沢さんの息子さんか、雨野宮さんという方か、どちらを選ぶのか自分でしっかりと見極めなさい」と私に向けて優しく声をくれた。私はただ頷き、リビングから去る。

　私は雨野宮さんに会いたい気持ちだけが募ってしまい、胸が苦しくて涙が溢れてきた。自分の部屋に閉じこもり、子どもみたいに泣きじゃくる。誰かを好きになることがこんなにも苦しいことを初めて知った夜だった。






　五月下旬、私は両親に勧められたままに小深沢不動産の跡取り息子、小深沢雅樹さんとお見合いをすることになった。

　せっかく薄水色の綺麗な着物を着せてもらい、髪型もメイクも自分好みにしてもらったが、私はちっとも嬉しくない。清々しい青空も憎たらしいくらいだ。

　都内にある老舗料亭にてお見合いが執り行われているが、私はお人形さんみたいに座っているだけで聞かれたことにしか答えていない。負の感情を露わにして余計なことを言いかねないので、黙っているほうが身のためである。

「虹子ちゃんもこんなに美人さんになって、雅樹が熱をあげるのも分かりますよ」

　雅樹さんのお父さんの話によると、お見合いをしたいと言い出したのは雅樹さん本人からだったそうだ。雅樹さんのお父さんとは小さい頃から会った時々で話をしてきたが、雅樹さん本人とは挨拶程度の面識しかない。

「虹子さんは笑顔が可愛くて、自分の好みのタイプで癒しの存在なんですよ！」

　雅樹さんにそんなことを言われても素直に喜べず、それどころか早くこの場を立ち去りたい気持ちでいっぱいだった。可愛いとか、癒しの存在だとか好きな人から言われたらどんなに幸せな言葉だろうと考えるが、好きでもない人に言われても全く響かないものだと私は初めて知る。

「まぁ！　雅樹ったら、本当に虹子さんのことが大好きなのね。私も虹子さんが義理の娘になるのが楽しみだわ」

「虹子ちゃんの気持ちが固まれば、すぐにでも挙式の手配をしようか」

　雅樹さんのご両親は笑顔でそんなことを言っているが、私は結婚することを承諾したわけではない。むしろ、お断りをしたいのに自分からはなかなか切り出せずに俯いてしまう。

「虹子はどうしたいの？　自分の意見を述べなさい」

　私の硬い表情に気付いた母は、こちらをチラッと見てから助け舟を出してくれた。父と雅樹さんのご両親で話が盛り上がっていたが、母の一声で一同が静まり返る。

「わ、私は……結婚はまだしたくないです」

　絞り出すように発した言葉はとても小さくて、みんなに聞こえたかどうか不安だった。しかし、緊張もしていて、尚且つ父にも話を受け入れてもらえない状況ではこれが精一杯で、自分にしてみれば頑張った方である。

「に、虹子……！　何を言い出すのかと思ったら……！」

　私の言葉を聞いた父が慌てふためいている。もう、私は父の思い通りにはしたくないので、このまま破談に持ち込みたい。

「それはそうよね、面識はあったとはいえ、まだお互いよく知らないんだもの。まだ結婚なんて考えられないわよね」

　雅樹さんのお母さんが優しい笑みを浮かべる。

（良かった、結婚話は保留になりそう。このままなかったことにしてほしいな）

　私は雅樹さんのお母さんは話が通じる人なのかもしれないと思ったのも束の間、「まずは交際からよね。恋人期間もなくて、いきなり結婚だとデートしたり……楽しみがないわよね。気が利かなくてごめんなさい」と続けざまに言われた。

　一瞬でも話が通じるかも？　などと思った私が馬鹿だったのかもしれない。この場には自分の母以外には、話が通じる者も味方もいないのだ。

「それならそうと、せっかくだから料亭の庭を二人で散歩してきたらどうだ？」

　父が話に加担して余計なことを言ったので、私は逃げ出したい気持ちでいっぱいだ。二人きりになりたくなんてない。

「行きましょう、虹子さん」

　小深沢雅樹さんは立ち上がって散歩に行く気満々で誘ってくるが、私は乗り気になれない。けれども、もしかしたら直接本人に断りを入れられるかもしれないと思い立ち、二人で外に出ることにした。

　料亭の中庭は綺麗に整備されていて新緑が太陽に照らされて輝き、造池には錦鯉もいて、語らいのスペース用に長椅子も置いてある。

　互いの両親たちは笑顔で送り出してくれたが、私の心の中は晴れないままだ。断りをいれるならば、チャンスは今しかない。長椅子に誘導される前にことを済ませて、早く立ち去りたいと願っている。

「虹子さん、これからのことについて話し合いませんか？」

「え？」

　中庭に出た途端、そんな話をされた私は立ち止まってしまう。

「虹子さんが恋人期間を満喫したいと言うなら、それで構いません。でも、新婚生活もあるわけですから年内には入籍しませんか？」

　雅樹さんは私の意見など聞かずに話を進めてくるが、私は結婚するなど一言も発していないし、恋人から始める気もさらさらない。

「あの……ですね、私は結婚自体をまだ考えてないんです。それは、相手が雅樹さんであろうと他の方だろうと同じです」

「それは何故？」

　私なりにはっきりとお断りしたつもりだったが、彼には通用しないらしい。先程までは穏やかな表情をしていた雅樹さんだったが、私の話を聞いてからは目付きも悪くなり険しい表情に変化している。

「今まで結婚とか考えたこともなかったですし、それに今はももせの経営に関わることができて一番楽しい時期なんです。ですから、もう少し自分のやりたいことをやったりしたいな……って思ってまして」

　ドキドキしながら胸の内を打ち明けた。

「ふうん、そうなんだ？　でも、それって結婚してからも続けられるよね？　俺と結婚すれば、店の賃料を安くしてやることができる。本店だけじゃなく、うちが貸している店、全部だ」

　雅樹さんはイラつき始めたのか敬語でもなくなっていたし、まるで煙草の火を消すかのように右足で中庭の砂をジャリジャリと踏みにじる。

「で、でも……！　私は生まれてから一度も男性とお付き合いしたことがなくて、恋愛に憧れがあります。恋愛をして、好きな人と有意義な時間を過ごしてみたいんです！」

　頭に思い浮かぶ人物は、雨野宮さんのことだ。想いが届かなくても、自分から好きになった人と一緒にいたいと考えることはいけないことなのだろうか？

「好きな人？　それなら、俺と恋愛しよう。虹子さんの好きな場所にも連れて行ってあげるし、欲しい物も買ってあげるから」

　雅樹さんは私の腕を掴み、無理矢理に抱き寄せようとした。言動もめちゃくちゃで話が通じず、思い通りにしないと気が済まない性格なのかもしれない。

「……嫌っ！　離して」

「……っ、痛っ！」

　私は掴まれた腕を勢いよく離そうとした時、爪で雅樹さんの手の甲を引っ掻いてしまった。血は出ていないが、爪の引っ掻き痕が赤く残っている。

「ご、ごめんなさい！」

　私が傷付けてしまったので謝るが、理不尽過ぎて切ない。

「全く、乱暴な人だ。そんなだから、今まで付き合った人がいないのでは？」

　彼は私を蔑むような目付きで見てきた。

「それとこれとは関係ないと思います。元はと言えば、雅樹さんが……」

「はぁ？　俺が何かしたって言いたいの？　とにかく、年内までには結婚話がまとまるように進めさせてもらう」

　言いたいことだけを言って彼は中庭から姿を消そうとしている。

「ちょっと待ってください！　私は結婚はしたくな……」

　私の話はまだ終わってもいないのに、立ち去ろうとするなんて卑怯だ。

「ももせが閉店することになってもいいなら、破談して構わない。ただ、先代からご両親が受け継いだ店があなたのせいでなくなるんですよ？　それでも構いませんか？」

「え？」

　私に背中を向けたまま、冷たく低い声で言い放たれた言葉はまさかの脅しで、私の顔は一気に青ざめた。

「とにかく自分の言動には気をつけた方がいいよ、未来の奥さん」

　雅樹さんから私に向けられた言葉で全身に悪寒が走った。こんな何の取り柄もなく可愛げもない私とどうしても結婚をしたいだなんてありがたい話ではあるが、私には受け入れることはできない。

　断りをいれたら脅しをしてくる人など、一生好きになることもないだろう。雅樹さんは、自分で自分の評価を下げていることに気付けない可哀想な人だ。

「虹子？　お手洗いに来た帰りに、さっき小深沢さんの息子さんとすれ違ったけど虹子の姿が見えなかったから探してたのよ」

　雅樹さんが先に中庭から出ていき、私は長椅子に座って春風にあたっていた時に母がやって来た。もうすぐ六月になるので、初夏の風というよりは生温いような梅雨を予感させる風だった。

「さっき、雅樹さんに結婚はしたくないと伝えたけど……話を聞き入れてもらえなかった」

　私は母にだけは脅しがあったことを話そうか迷ったけれど、心配をかけたくないのでやめた。母もベンチに座り、話し始める。

「そうなの？　お父さんもだけど、みんな他人の話を聞かない人たちで困るわね。虹子が結婚が嫌だって言うなら、波風立てないようにお断りする方法を考えましょう」

「……うん」

「今日のところは交際の件も含めてひとまず返事は保留にしてもらって、策を練らないとね」

　母はやはり、私の良き理解者だ。

「そういえば知ってた？　先々代、つまり虹子のひいおじいさんの代は和菓子屋だったってこと」

「何となくは聞いたことあるよ」

　私にとってのひいおじいさんは、父にとってはおじいさんである。私が幼い頃はまだ健在だったが、入退院を繰り返していたため一緒に過ごした記憶はあまりないが、『可愛い、可愛い』と言って頭を撫でてくれたことはよく覚えている。

「先代の虹子のおじいさんが和洋菓子店にしたいって言った時、相当揉めたらしいわよ。ももせの男たちって頑固だから言い出したら聞かなくて困ってたってお祖母さんから聞いたの」

　父が言い出したら聞かない性格は先祖代々のものだったと初めて知る。

「でも結果として、和洋菓子店にして正解だったわね。店舗も売上も増えたし」

「……うん」

　私自身も、ももせが大好きだから、これから先も繁盛してほしい。

「お母さんも、ももせがなくならないように努力するね。だから、虹子も自分の気持ちに正直に楽しいことを見つけましょう」

　母は立ち上がり私の背中を擦り、お見合いの席に戻るように促す。溜め息を吐き、ゆっくりと立ち上がる。

「虹子も美味しいお料理を食べに来たと思えば良いのよ。お母さんもそうすることにしたの。だって、お見合いの席って退屈だから」

「ふふっ、そうだね。そうすることにする」

　母の言葉で元気が出た。母は自分の道を貫く人だが、周りへの気配りも忘れない。






「すみません、戻りました」

　お見合いの席の客間の襖をゆっくりと開けて入る。父親同士は酔っているのか、少しだけ大きな声で会話をしていて、雅樹さんのお母さんは二人を静かにさせるべく、つきっきりである。雅樹さんはつまらなそうにスマホを見ている。こんな感じではお見合い自体が成立してない気もする。

「あら、おかえりなさい！　もうとっくに雅樹は戻って来てたわよ」

　雅樹さんのお母さんが私たちに気付くと不機嫌そうに嫌味っぽい言葉を投げかけてきた。

（今でさえ無理だと思うのに、結婚したらこのお義母さんもいるんだよね。親子共々苦手だなぁ……）

　私は角が立たないように精一杯の笑顔を浮かべ、「あまりにも中庭が綺麗でしたので、雅樹さんが先に戻ったあとも満喫しちゃいました」と可愛らしく返した。中庭に雅樹さんといたよりも、母と一緒にいた時間の方が長い。

「そうなの？　そんなに素敵な中庭なのね。でも、後々に夫になる雅樹をほったらかさないでちょうだい。もっと二人で居て、雅樹が気が済むまで話をしてくれないかしら」

「……はい」

　やはり、話が通じなさそうな感じがする。もしも結婚したとすれば私にとっては姑になる方だが、今からこれでは考えるだけでもうんざりである。

「まぁ、雅樹さん！　お見合いの席なのにスマホなんか弄っちゃって！　ゲームなの？　それとも、誰かと連絡してるのかしら？」

　母が雅樹さんに話しかけるが、内容が仕返しっぽいのだ。ばつ悪そうにスマホをしまった雅樹さんを見て私は笑いそうになったが、何とか堪える。

「虹子さんが待たせたからいけないんじゃないの？」

　雅樹さんのお母さんが不機嫌そうに答えるが本人は口を開かない。

「それはごめんなさいね。虹子が中庭に一人で座っていたものだから、私もお邪魔したんです。そしたら遅くなってしまって……」

「母子揃って時間にルーズなのね。結婚したら思いやられますわね！」

　母が下手に出て謝ったのだが、雅樹さんのお母さんの機嫌を余計に損ねてしまったようで、今にも噴火しそうなくらいにプンプンと怒っている。息子が蔑ろにされていると思っているのだろう。

「母さん、未来の奥さんとお義母さんに余計なこと言うなよ。仲良くしなきゃ、ねぇ？」

　雅樹さんは立ち上がってお母さんの背後に移動して、彼女の肩を軽く二回ほど叩くとニヤッと気味の悪い笑みを浮かべた。私は背中にゾワゾワとした悪寒を感じてしまう。

　たった一度きりの人生で、この方々と一生を共に過ごす義理はない。

（今がチャンスかもしれない！　これ以上怒ろうとも構わないから、自分の気持ちを伝えよう！）

　私は精一杯の勇気を出して立ち上がると、座っていた椅子が後ろ側に倒れて鈍い音が響く。

「あ、あの……！　みなさまにお話があります」

　私が話し始めたからというよりも椅子が倒れたことに気付いて、みんなが注目する。みんなからの視線に一瞬、ドキッとしたがそのタイミングで自分の伝えたいことを言葉にしようと口を開く。

「私は、今すぐ結婚したいとは思ってないんです。な、なので……縁談は……」

「それでもいいのよ。お嫁に来てくれれば、今すぐじゃなくても構わないわ」

　私が縁談を断ろうとするのを遮るかのように雅樹さんのお母さんが口を出してきた。

「とりあえずは雅樹とお付き合いしてからでもいいのよ。年内くらいには挙式まで済ませたいわね」

　雅樹さんのお母さんの満面な笑顔が怖い。母以外は意見に賛同していき、私は逃げられなくなりそうだった。

「なら、もっとお互いを知ってからにしてください。それまでは結婚は保留にしていただきたいんです……！」

　どうにか結婚だけは先延ばしにしてほしい。そのために自分の気持ちは充分に伝えたつもりだ。

「虹子ちゃん、それで大丈夫だよ。今時、お見合い自体が珍しいんだから焦らずに雅樹と仲を深めてくれ」

　雅樹さんのお父さんがそう言ってくれたので、ひとまず難は逃れた。今すぐに結婚しないのであれば、もうこれで良い。後々に破談へと向かっていくことを願うばかりだ。

「虹子さん、これからよろしくな」

「……はい」

　雅樹さんに笑顔を向けられたが、私は俯き加減で返事をしただけだった。私が愛想のない人だと認識されれば、そのうちに嫌われるはずだ。

　料亭の宴会部屋には時間が二時間までとの決まりがあり、あと僅かである。結婚話は曖昧にしたままで終わりを迎えることになり、私は胸を撫で下ろした。

「電話番号を交換してなかったから、交換してもらっていい？」

「分かりました」

　私は着物用のハンドバッグからスマホを取り出して、電話番号を交換する。メッセージアプリは？　と聞かれたが、嘘をついたらいけないと思いつつもＩＤを作成してないと誤魔化して曖昧にしているうちにお開きの時間になった。

（良かった。お見合いも終わったし、ＩＤも教えなくて済んだ）

　お見合いが終わり料亭を出ると、手配していたタクシーがちょうどよく着いた。タクシーに乗り込むと一気に疲れが出てくるような感覚に包まれる。乗る直前まで雅樹さんと彼のお母さんに結婚についてしつこく迫られて、うんざりしてしまった。

（雅樹さんはやはり、私の好みではないな。雨野宮さんに会いたい……）

　車内から過ぎ行く景色を眺めながら小さな溜め息を吐く。

「虹子、あんまりお待たせしないで結婚の返事をしなさい」

　助手席に乗っている父が、また勝手なことを言ってくる。

「……無理なの！　私は雅樹さんとは結婚したくないから！」

「こんなに良い縁談は今後はないと思いなさい。虹子の将来にとっても悪い話じゃないんだ」

「何なの？　お父さんもお母さんとは恋愛結婚のくせに、娘の私にはお見合いで出会った人と窮屈な結婚をさせようって言うの？」

　後部座席に一人で座っていた私は、ついに感情が爆発して声を荒らげてしまった。

（お父さんが分からず屋で悔しい！　ももせの将来を考えてるのは分かるけど、娘の私を売るような真似しなくてもいいじゃない？）

　私は言い切った後、両目からは大粒の涙が流れてくる。涙は頬をつたい、貸衣装の着物にもポタポタと垂れていく。嗚咽が出るくらいに悔しくてやるせなくて、切なくて胸が苦しくなる。

「お父さん……！　虹子のことも少しは考えてあげて。虹子、結婚のことなんて気にしなくていいのよ。前にも言ったけど、お母さんは虹子が幸せになれるように応援するからね」

　母も珍しく、父に反論する。父は面白くないのか、だんまりを決めてしまった。

（お父さんに話しても聞き入れてもらえないだろうから、もう雨野宮さんにしか頼れない）

　私はふわふわしたタオルハンカチを右手に握りしめて、唇をきゅっと噛んだ。お見合い話が浮上してからというもの、心が穏やかな日はほぼない。今日にでも雨野宮さんに連絡をしたいのだが、『何かありましたら、お電話ください』の一言も社交辞令かもしれないと躊躇してしまう。

（私がもっと勇気を出せればいいんだけど……）

　心の中は雨野宮さんに埋め尽くされているのに、あと一歩が踏み出せない。望んでなかったお見合いの日は夕方まで天気も良く、憎たらしいくらいだった。






　※　※　※






　六月初旬、関東地方は梅雨入りしてその日は土砂降りだった。連絡のこない彼女のことが頭の中から離れず、どうするべきかと考えていた。クライアントでもないのに、どうにかする方法を考え始め、いてもたってもいられなくなる。

　彼女の笑顔と泣き顔が忘れられず、窓の外の雨を眺めながら、もう一度会って話がしたいと考えていた。

「お疲れ様です。直川、戻りました！」

　ぼんやりと窓の外を眺めていると女性社員の直川が外回りから戻ってきた。

「はい、お土産です！」

　デスクの上にドンッと勢いよく、少しだけ濡れてしまった紙袋を置かれた。重みのありそうな若草色の紙袋は、見たことがあるものだ。

「これって……」

「そうですよ、社長が以前買ってきてくれた、ももせのミルクまんじゅうとももの実です」

「どこの店舗で買ってきた？」

　虹子さんが元気かどうかが知りたくて、俺は咄嗟に聞いてしまった。

「え？　駅のテナントで見つけて買っちゃいました」

「そうか……」

　ももせは駅にもテナントを出店しているし、デパート内にもある。本店に行かなくても購入することは可能なのに、どうしてもあそこにしか売ってないような感覚にさせられるのは虹子さんに会いたいからだろう。

「何なんですか？　随分と落ち込んでますが……」

「何でもない。気がかりなことがあっただけだ」

「あ！　愛しの彼女が気になってるんですね。残念なことに本店には行けなくてすみません」

　直川は、てへっとおどけたように笑うと周りの社員もクスクスと笑い出した。社員たちにもバレバレなくらいに気持ちが溢れ出してしまっている。年甲斐もなく恥ずかしいのだが、あれからずっと虹子さんのことばかりを考えて落ち着かないのは確かだ。

　彼女はとても純粋で傷つきやすいタイプな感じがしている。できることなら、俺が守ってあげたい──

「急用を思い出したから、出てくる。直川、俺の分まで食べるなよ」

「はぁい、行ってらっしゃい」

　ひらひらと手を振り、軽い口調で直川に見送られるまま、会社を飛び出して虹子さんのもとへ向かった。しとしとと降り続いている雨で足元が悪く、スーツの裾が汚れそうになるが、そんなことはお構いなく早歩きで駅まで向かう。恋人でもないくせに、何故こんなにも会いたくなってしまうのだろうか？






　電車に乗り、一駅先にある虹子さんがいる、ももせ本店に向かう。一分でも早く会いたくなり、駅からはタクシーを利用した。降りると同時に傘を開き、店先まで急ぐ。

　入口側のオーニングの下まで辿り着くとすぐに傘を閉じて、傘立てに入れる。傘をさしていても肩とスラックスの裾が濡れてしまったが許容範囲かと思い、肩についた水滴を手で払ってから店の中に足を踏み入れた。

　ももせはひどい雨のせいで客足が途絶えていたのか、店内には虹子さんしか見当たらなかった。

「雨野宮さん！」

「こないだの……お菓子を買いに来ました！」

「ちょっと待っててください！」

　店番をしていた虹子さんがこちらを向いて驚いたが、濡れていることに気付いてタオルを持ってきてくれた。こういう気遣いがとても心地好い。

「肩の辺りがすごく濡れちゃってますね」

　虹子さんは濡れた肩を拭こうとしてタオルを持った手を伸ばしてきたが、目が合うと「ご、ごめんなさい！　余計なことを……ご自分でお願いします！」と言ってタオルを渡してきた。初々しい反応もとても可愛くて、思わず笑みが零れてしまう。

「どうして、こんな雨の中……」

　タオルで肩を拭いているとポソッと小さな声で虹子さんが呟いた。

「どうしてでしょうか？　あなたのことを考えていたら、勝手に身体が動き出してました」

　この際だからと流れに乗って考えなしに気持ちを打ち明けてしまったが、虹子さんの色白な頬が真っ赤に染まっている。そして二人の視線は合ったが、恥ずかしいのか虹子さんから逸らされてしまう。

（初々しくて可愛い。もっと虹子さんを知りたくなる）

　しかし、初々しい態度に次第に自分まで気恥しくなってしまった。駄目だ、気持ちがそわそわして落ち着かない。

「だ、誰もいませんのでお茶を飲んで身体を温めていってください……！」

「ありがとうございます。遠慮なくいただきます」

　虹子さんは視線が合わないように逸らしたまま、くるりと自分から背を向けて店の裏へと入っていく。店内の角にはイートインスペースもあり、そこに座って待っていた。窓から外の景色を見ながら、やまない雨のおかげで二人きりでいられることに感謝をしている。

「抹茶の羊羹と母が作ったパウンドケーキです。母はパティシエなので、おやつに作ってくれたりします。この組み合わせも案外、合いますよ」

　虹子さんはお菓子と一緒に温かいお茶も出してくれた。

「ありがとうございます！　とても美味しそうです。虹子さんは一緒に食べないんですか？」

「一応、仕事中なので後からいただきます」

　抹茶の羊羹は試食に出しているものだそうだ。小豆も入っていて、ほんのりとした甘さがちょうど良い。パウンドケーキはドライフルーツがたくさん入っており、ほんの僅かにブランデーの味がする。どちらも美味しくて、すぐになくなってしまいそうだ。

「どちらも美味しくて幸せです」

「それなら良かったです！」

　甘いものを食べているから幸せなのか、虹子さんと一緒にいるから幸せなのか、はたまたどちらもなのか……考え出したらキリがない。甘いものは特別好きではなかったのだが、ももせのお菓子は美味しく、看板娘の虹子さんは可愛くて虜になっている自分がいる。

「このパウンドケーキはお店には出さないのですか？　とても美味しいので、商品化したら評判も良いと思いますが……」

「私もそう思ってるんですが、母の手作りなので各店舗に置くほどは作れないんです」

　非常に残念だと思いながら、最後の一口を胃の中に収めた。

「雨野宮さん！　実は……」

「何でしょうか？」

　虹子さんは湯呑みを両手で持ちながら、こちらを見ては俯いてしまった。

「その後、何か進展がありましたか？」

「実は……結局、お見合いをしたんです。でも、ちゃんと結婚はお断りをしました」

　言いづらそうにしていた虹子さんだったが、ゆっくりと話し出してくれた。

「そうでしたか！　きちんと断れたなら良かった」

　ホッと胸を撫で下ろしたのも束の間、「けど、結納や披露宴をいつ頃にするかの大まかな日取りを勝手に決められてしまったんです」と虹子さんから聞かされる。そんなことを聞いて、自分のことのように胸が苦しくなった。

「断ったのに何故ですか？」

「小深沢雅樹さんが両親のいないところで脅してきたんです。ももせがなくなってもいいのなら構わないけど……って」

　虹子さんの声は微かに震えていた。目尻に涙が溜まってきて、言い終えた後に唇をきゅっと噛んで涙が零れてしまうのを我慢している。そんな姿を見たままで、俺も引き下がりたくはない。

　籍を入れてないならば、何とかなりそうな気がする。

「もしも……本当に良かったらなんですが、私にお店の立て直しをさせていただけませんか？」

　ここで自分から動かなければ一生後悔するとさえ思った。

「え？　でも、コンサルタント料金が払えないので……」

　提案に驚いた虹子さんを困惑させてしまっている。ビジネスではなく、あなたを救いたいと心から願う。

「それは、ももせやお母様の美味しいお菓子で充分です。これからも美味しいお菓子を食べさせていただければ引き受けます」

　個人的な感情で引き受けることは良くないし、この辺りの地主の小深沢不動産が相手となればリスクが高すぎるかもしれない。だが、虹子さんを救うためには引き受けざるを得なかった。脅してきたということは、裏には何かしらの重大な事実が隠されているはずだ。それを突き止めて、絶対に虹子さんを救いたい。

「ありがとうございます」

　虹子さんは震えた声でお礼を呟き、涙をポロリと頬に流した。

「そうだ、ＩＤ交換しませんか？　電話だけだとやり取りも不便でしょうから」

　いつでも連絡ができるようにと虹子さんの連絡先も聞き、これからは気軽にメッセージアプリでもやり取りをしようという約束をする。

「そろそろ仕事に戻らなくてはいけなくなりました……」

　ＩＤを交換した後、立ち上がって窓の外を見る。相変わらず止みそうもない雨だが、仕事に戻らなければならない。

（虹子さんの顔も見られたし、メッセージアプリのＩＤも交換したし……今日は幸せな一日だ）

「虹子さん、ごちそうさまでした。とても美味しかったです」

「いいえ。今日は雨の中、お越しくださりありがとうございました」

　俺は出入口まで見送りを受けると傘を開き、一礼してからももせから離れていく。虹子さんを救うべき、案をまとめなければと考えながら駅まで歩いた。

















第三章　幸せは続かない












　梅雨に入り雨が降る日も多い中、私の心の中は幸せな気分だった。

（雨は鬱陶しいとばかり思っていたけど、そんなことがなくなりそう）

　店内に陳列された商品の位置を手直ししながら、窓から行き交う人を眺めては幸せな気持ちを満喫している。

　現在は雨は降っておらず曇り空だが、ジメジメとして暑い。空は薄暗いので、いつ降り出してもおかしくない。

　ももせ本店の定休日に合わせて、雨野宮さんは仕事の合間に会ってくれることになった。ランチを取りながらの打ち合わせで、雨野宮さんの会社付近まで私が出向くことになった。

　打ち合わせをするだけでデートではないのに、今日も身なりに気を使い、服も新調した。清楚なイメージを目指し、シフォンブラウスにスカートというオフィスカジュアルでもおかしくない感じの服装に身を包んでいる。

　待ち合わせ場所に行くと既に雨野宮さんは来ていて、私を見ると同時に爽やかな笑顔で手を振ってくる。

「お待たせしました！　今日のランチはどこに行きましょうか？」

　雨野宮さんは軽装をしていて、薄い水色のカラーシャツにノーネクタイというスタイリッシュなオフィスカジュアルに身を包み、高身長で手足もスラリと長く、相変わらずモデルみたいに格好良くて惚れ惚れしてしまう。何度見ても格好良さに慣れず、絶えずドキドキしている。

「ネットで見たんですが、この辺りに美味しいパスタ屋さんがあるそうです。そこはどうですか？」

　私はスマホの画面を開き、雨野宮さんにパスタ屋の情報を見せた。

「パスタですか？　良いですね、そこにしましょう」

　わずか一、二時間のランチに心躍らせる。

（この時間がずっと続いてほしい。ずっとずっと一緒にいたい）

　雨野宮さんが愛しすぎてこのまま打ち合わせの内容が具体化しなければ、これからも一緒に過ごせるのかな？　とも考え出してしまう。本来ならば気持ちを真っ先に打ち明けることが、プライベートでも一緒にいることへの近道なのかもしれないが、勇気が出ずに躊躇してばかりだ。

　私は雨野宮さんに恋愛感情を抱いているが、彼はビジネスとしてだけの割り切った感情かもしれない。そう思うと自分からは怖くて動けずに意気地なしのままだ。良い歳の大人がまるで中学生が恋愛を擦らせてしまったようで情けない。初めて心から大好きと想える人ができたのだから慎重になっても仕方ないと言い訳をしながら自分を慰めている。

「どんなパスタが好きですか？」

　パスタ屋に向かうまでの道のりを雨野宮さんは私の歩幅に合わせて歩いてくれていて、ゆっくりと会話しながら進んでいく。車道側は必ず雨野宮さんが歩いてくれて、もしかしたら女性慣れしてるのでは？　とも思ったりするけれど。

「私はクリーム系が一番好きです。具材にほうれん草と鮭が入ってるのを見つけると迷わず、それにしちゃいます！」

「クリーム系がお好きなんですね。俺……いや、私はきのこが好きなんで和風パスタとかよく食べます」

　雨野宮さんはきのこ好き、忘れないようにしよう。

「……ふふっ、雨野宮さん、〝私〟って言い直さなくても大丈夫ですよ！」

　雨野宮さんと会う度にずっと気になっていたのだが、仕事上は〝私〟が一人称だけれども、私と話していると〝俺〟が見え隠れしている時がある。その度に毎回言い直している雨野宮さんが可愛らしく思えて、思わず笑みがこぼれた。

「え？　ビジネスなのできちんとしないといけないと思ってましたが、虹子さんと話してるとついつい地が出ちゃうんです」

　解釈すると、私と一緒にいる時は気が緩んでしまうということだろうか？　友達みたいな関係にはなれているのかもしれない。

「無償に近い形でお願いしちゃってるので、そこは気にしないでくださいね。あと敬語じゃなくても大丈夫ですから」

「そ、それは流石に駄目です！　虹子さんは大切なクライアントですから！」

　雨野宮さんはなんて義理堅いというか、真面目すぎるというか……。私はコンサルタント料としてももせのお菓子や食事代しか負担してないのに、ましてや食事代も出してもらってばかりであまり負担していないと言った方が正しいのだが、クライアントと呼べるのかが不安だ。

「私、本当にクライアントなんでしょうか？　売上にも貢献できず雨野宮さんの大切な時間を奪っているのに……」

　雨野宮さんはそれで良いと言ってくれているが、本来はそれで良いはずがない。

「虹子さん！　裏を返せば俺だって、虹子さんの休みの日に無理矢理に打ち合わせをお願いしてるんですから、同じことなんです。大切な時間を奪ってるのは俺の方なんですよ！」

（雨野宮さん、一人称が〝私〟じゃなくて普通に〝俺〟だ。ムキになって説明してる時は言い直さないみたい。でも、親近感があるからこのままでいてほしいなぁ）

　私は思わず、雨野宮さんを見上げていた。

「話を聞いてくれてましたか？　虹子さん？」

「はい、聞いてました」

　視線が重なったので、恥ずかしくなり目を逸らすように下を向いた。

　話し込んでいてお目当ての店を通り過ぎたかもしれないと我に返る。もしかしたらこの辺かもしれない……と反対側の歩道を見渡すと調べておいたパスタ屋らしき店があった。

「あっ、あそこですね！　席が空いてるといいですね」

　私たちは横断歩道を渡り、パスタ屋を目指して歩いていく。店に辿り着き私が先に入ると、気付いた女性スタッフが声をかけてくる。

「いらっしゃいませ、おふたり様ですか？」

「はい、二名です」

　白色の外壁に焦げ茶色のアンティークな扉がある店内はナチュラルな雰囲気で落ち着く感じだ。開店したばかりの店だからか、まだ席は空いていて窓際を案内される。案内してくれたスタッフも丁寧でとても感じが良い。

「虹子さん、クリーム系がありますよ。あっ、鮭にほうれん草だ！」

　雨野宮さんは自分のパスタを探す前に私の好きなパスタを見つけていた。

「ふふっ、ありがとうございます！　じゃあ、迷わずコレにしますね」

　そう言うと雨野宮さんは満足そうに微笑み、自分の好きなパスタを探している。

「きのことツナの和風パスタがありますよ！　ツナは好きですか？」

「はい、好きです。じゃあ、これにします」

　私たちはワンドリンクとサラダ付きのセットにして、雨野宮さんのパスタは大盛りにした。

「雨野宮さん、今日のお礼のお菓子です。いつも相談にのってもらってるのにももせのお菓子ばかりですみません。今度は違うお店のお菓子もお持ちしますね」

　オーダーが済んだ後、私は手提げの紙袋に入っているももせのお菓子の詰め合わせを手渡した。

「こちらこそいつもありがとうございます。ももせのお菓子が美味しいので、いただけて嬉しいんですよ」

　雨野宮さんは笑顔で紙袋を受け取りながら喜んでくれる。職場のみなさんにも行き渡るようにたくさんお菓子を詰めたけれども、毎度ももせのお菓子だけでは飽きたりしないだろうか？　と心配してしまう。

「早めに来て良かったですね。どんどん席が埋まっていく」

　雨野宮さんは周りの席を見渡している。

「ですね。でも、いつも十一時に待ち合わせにしてもらって大丈夫なんですか？」

「……えぇ、まぁ」

　水曜日がももせの定休日だが、毎週のように打ち合わせをしている。打ち合わせは今回で三回目だ。流石に毎週水曜日に抜けてしまっては仕事に支障があるのではないか、と心配になる。雨野宮さんの受け答えには間があり、本当は無理をさせているのかもしれないと頭に過ぎる。

「雨野宮さんは何時までお仕事ですか？」

　もしも帰りが同じくらいの時間ならば、仕事帰りに待ち合わせをするのも良いかもしれない。

「遅くなる日もありますが、二十時半には職場を出ようとは思っています」

「そうですか。もしも、ご迷惑じゃなければ……あ、あの……！　打ち合わせは、お仕事終わってからでも私は大丈夫なんですけど」

　勇気を振り絞って伝えるが、語尾の方が小さな声になり聞き取りにくかったかもしれない。二十時半の日があるなら私も同じくらいには仕事も終わるので、ちょうど良いかもしれないと思った。

「えっ……？」

　私の発言を聞いた後、雨野宮さんは驚いた顔をした。

（もしかしたら、嫌だったとか？　仕事終わりで疲れてるのに友達でもクライアントでも何でもない私になんて会いたくないかもしれない）

　図々しいことを言ってしまったと思い返し、「すみません、出過ぎた発言でした。取り消しでお願いします！」と言って頭を下げる。

「違います！　そうじゃなくて……！」

　心なしか、雨野宮さんの頬が赤い。そうじゃないなら、どういうことなのだろうか？

「仕事帰りに会うって……虹子さんは迷惑じゃありませんか？」

「全然迷惑じゃないですよ？　私はいつでも暇ですから」

　仲良しの友達数人と会う日もあるけれど向こうも仕事や子育てもあり、そんなに頻繁ではないので、ほぼ空いているに等しい。

「わ、分かりました！　今、スケジュールを確認し……あっ、しまった！」

　雨野宮さんはスケジュール確認をすると言い、ビジネスバッグからスケジュール帳を取り出した時に卓上にあった水の入ったグラスを倒してしまった。水がこぼれたが、運良く床や洋服までは濡れずに済んだ。

「お客様、ただいま拭きますね。少々お待ちくださいませ」

「すみません……」

　ちょうどワンドリンクとサラダが届くところだった。雨野宮さんはスタッフに謝り、テーブルにこぼれた水を拭いてもらった。

　雨野宮さんは完璧人間に見えるけれど、少しだけおっちょこちょいな部分もあるのかもしれない。そんなところも人間味が溢れていて好きだと改めて思う。

「はぁ、昔からそそっかしいんですよ。お見苦しい姿を見せてすみません」

「いえいえ、たまにはそんな時もありますよね」

　落ち込んだ顔をしている雨野宮さんを慰めるかのように、私は微笑みを向ける。

「ドリンクとサラダ、いただきましょう！」

　私はアイスティー、雨野宮さんはアイスコーヒーをオーダーした。私はアールグレイの香りがするアイスティーに少しだけガムシロップをいれた。雨野宮さんはブラック派で、ガムシロップもミルクも入れずにそのまま飲む。

　グリーンサラダには小エビも載っていて、オリジナルのドレッシングをかけて食べる。

「手作りのドレッシングって美味しいですよね。新玉ねぎが出回った時にドレッシングをたまに作ります」

　この店のドレッシングには玉ねぎすりおろしの他に人参のすりおろしも混ざっているみたいだ。

「そうなんですか、虹子さんの作った玉ねぎドレッシングでサラダを食べてみたいなぁ……」

　雨野宮さんがボソッと呟いた言葉を聞き逃さずに拾った。

「じゃあ、今度作ったら雨野宮さんにお持ちしますね」

「え？　あぁ、……ありがとうございます」

　余計なお世話だったのか、お互いに照れくさくなってしまい俯く。雨野宮さんと一緒にいると、ふとした瞬間にドキドキが加速し過ぎておかしくなりそうだ。

「そういえば、さっきの話なんですが……」

「はい」

　雨野宮さんはサラダを食べ終わるとフォークを置き、左横に皿を寄せた後に私の方を見ながら話してくる。

「来週の月曜日とかどうですか？　サイクル的に早すぎますか？」

　スマホのスケジュールとスケジュール帳を照らし合わせ、雨野宮さんは私に確認してきた。

「早すぎることはないです、来週の月曜日で大丈夫です」

　今日は水曜日なので、五日後には雨野宮さんに会える。

「では、迷惑でなければ仕事が終わった足で、ももせ近くまでお迎えに伺います」

「え？　そんな悪いですよ」

「遠慮なく。夜道は危ないですから」

「ありがとうございます……」

　男性とお付き合いをしたことがない上にこんなにも優しくされたこともないので戸惑いもあるが、素直に受け入れてしまった。雨野宮さんが私に対して優しいのは、女性慣れしているからだろうか？　と再び考えてしまう。それとも、ただ単に気遣いが上手で優しいだけなのだろうか？

「お待たせいたしました！　鮭とほうれん草のクリームパスタときのことツナの和風パスタでございます」

　スタッフが笑顔でパスタを運んで来た。パスタからは湯気が出ていて、熱々で美味しそうだ。

「玉ねぎや水菜も入っていて、野菜もたっぷりとれそうなパスタですね」

　雨野宮さんのパスタは大盛りだけあってボリューミーなのに加えて、何種類かのきのこと野菜もたっぷり入っていてお得な感じがする。私がオーダーしたクリームパスタも鮭がゴロゴロ入っていて、とても美味しそうだ。

「はい、バターと醤油の良い香りがしてとても美味しそうです。虹子さんのパスタも美味しそうですね」

「取り皿があるのでシェアしましょうか」

　私はカトラリー横に常備してある取り皿にパスタを取り分けると雨野宮さんも自分のパスタを取り分けてくれた。

「いただきます！」

　まずはいただいた和風パスタから食べ始めたのだが、麺の茹で加減もアルデンテでちょうど良く、バター醤油なのに玉ねぎと水菜がたっぷり入っているのでさっぱりと食べられる。クリームパスタも自分好みの味で好きだ。

「どちらも美味しくて幸せです」

「ふふっ、私もです」

　二人で顔を見合わせて笑顔になる。

「月曜日はどこにします？　夜だから限られてしまうとは思いますが……」

「私はどこでも大丈夫です。なんなら、ファーストフード店やファミレスとかでも。雨野宮さんが帰宅しやすい場所にあるお店でいいですよ」

　打ち合わせもあるけれど、私は雨野宮さんに会えるならば場所はどこでも良い。今日みたいに美味しいものを一緒に食べられるなら幸せだけれど、贅沢は言わない。

「いえ、そういうわけにもいかないので今度は自分が探しておきます。虹子さんは酒は好きですか？」

「お酒ですか？　お酒は少しだけなら……」

　そんなに強くはないので、二、三杯が限界だろうけれど甘めならば飲めなくはない。

「そうですか、それなら美味しい酒と料理が出てくる店を探しておきますね」

　雨野宮さんはそう言いながら、スケジュール帳とスマホに予定を入れていた。特別聞きはしないが、どちらでも確認ができるように両方に予定を記録しているのだろう。

（雨野宮さんと夜にも会えるなんて夢みたいだな。しかもお酒を飲もうって……。今でも充分にデートみたいだけど、更に大人のデートみたいでドキドキする）

　私はときめきで胸がいっぱいで、パスタを全部食べ切れるかどうか危うかったが完食した。雨野宮さんも大盛りパスタをペロリと平らげ、満足そうだった。

「デザートは食べます？」

「もうお腹いっぱいなので遠慮します。雨野宮さんは食べてくださいね」

　雨野宮さんはデザートを食べたかったわけではなく、コーヒーをおかわりしたかったみたいだ。食後のコーヒーはアイスではなくホットをオーダーして、良い香りが鼻を掠める。私はまだアイスティーが残っていたので、それを飲み干した。

「あれ？　ゆっくり食事し過ぎましたね。もう十二時半を過ぎています。今から今後についての……」

　雨野宮さんは自分の左手首につけている腕時計を見て、スケジュール帳のメモ欄を開く。

「いいえ、お忙しいと思いますので打ち合わせは月曜日にしましょう」

　雨野宮さんの職場の近くとはいえ、彼を仕事中に何時間も拘束するわけにはいかない。ドリンクを飲み終わり、お店を出ようかと立ち上がり支払いをしようとしたが、雨野宮さんが伝票を持って先に会計をしてしまった。

「雨野宮さん、ありがとうございます。今日こそは私がって思ってたのに……」

　店から出るとポツポツと雨が降り始めていた。私たちはそれぞれが持参した傘を開く。

「気にしないでください。自分がしたくてしてることですから」

　打ち合わせ三回の内で、私が支払いをしたのは最初の一度だけ。その次からは雨野宮さんが払ってくれていて、とても申し訳なく思っている。

「俺……私は打ち合わせを通して虹子さんと一緒に食事ができることが嬉しいんです。月曜日も楽しみにしてます」

「わ、私もっ、雨野宮さんと食事をしながらおしゃべりするのが楽しくて……時間を忘れてしまいます」

　傘で顔が隠れてしまっているので、お互いの表情は分からないが私自身は頬に火照りを感じている。好きだと真正面からは言えないけれど、私にとって精一杯の愛情を伝える表現だった。

「すみませんでした！　虹子さんとのおしゃべりが楽しくて、時間配分ができませんでした」

「いえ、私も話に夢中になり時計を見てなかったのも原因です。こちらこそすみません」

　別れ際に雨野宮さんから謝られた。私も二人でいる時間が楽しくて、もっとずっと一緒にいたいと願ってしまう。毎回、打ち合わせが終わらずに何度も何度も会えることができるのならば私はそれで構わない。逆に問題が解決した後の私たちは疎遠になり、連絡も取らなくなってしまうのだと考えると怖くなってしまう。もっと傍にいたいのに、それは叶わない願いだとつきつけられる。

「日曜日にまた連絡します。行く店を探しますけど、もしも虹子さんが行きたい店がある時には遠慮なく連絡ください」

「分かりました、ありがとうございます」

　私は雨野宮さんがどんなお店を選んでくれるのかも興味がある。少しずつでも、雨野宮さんの好きな食べ物などを知れて嬉しい。今の幸せがずっと続いてほしいと願うばかりだ。

　雨野宮さんの職場付近になると降り出した雨が強くなり、私は駅までの道のりを急いだ――






　※　※　※






　打ち合わせと称するたった一、二時間の逢瀬がとても有意義で楽しい時間である。夢うつつな気分で職場に戻ってからは、仕事に集中できない。

　虹子さんに会う度に好きな気持ちが溢れていく。打ち合わせと言いつつも、次第に世間話をしている方が多くなってきた。

（別れたばかりなのにもう声が聞きたくて、会いたくなる。どうかしてるな、俺は……）

　デスクに座ってノートパソコンを開いてはいるものの、ぼんやりしてしまい溜め息を吐く。

「社長、大丈夫ですか？　毎週水曜日の外出の後はぐったりしてますよね？」

　直川がコーヒーを淹れてくれて、自分のもとまで持ってきてくれた。

「……あぁ、重大な病にかかりそうだ」

　デスクに置かれたコーヒーを一口、口に含んでからノートパソコンを閉じて項垂れた。

「どうせ、恋の病とかでしょ！　もうね、外出してあの人に会ってきてるのなんてみんなにバレてるんですから、正々堂々としてればいいのに！」

　直川は俺の頭上から、ズケズケと言いたいことを言ってくる。

「え？」

「え？　じゃないですよ。バレてないと思ってるのは社長だけですからね。目撃情報もありますし、毎週水曜日にももせのお菓子を配ってたら会いに行ったと思うのが普通でしょ」

　それもそうか。虹子さんはスタッフの分までお菓子を用意してくれていて、いつも計二十個は入っている。ミルクまんじゅうとももの実も入っているが、まだ食べたことのないお菓子も毎度代わる代わる入っている。

「それから、小深沢不動産を調べてるのもみんな知ってますから」

　外出しているスタッフを除くと、直川の他に二人在籍しているのだが話が聞こえていて苦笑いしている。

「小深沢不動産、息子は陰でやりたい放題してるみたいじゃないですか。良くない噂を耳にしましたよ」

「ありがとう。詳しく聞かせてもらえる？」

「いいですよ」

　直川から詳しい話を聞いた。直川は仕事帰りに会社の最寄り駅近くにある八百屋に寄ることがあるらしい。その八百屋のおじさんと仲良くなり、息子さん夫婦がカフェを経営していると聞いたそうだ。しかし、カフェは小深沢不動産の管轄下で、更新時には五万円の賃料が値上げされたらしい。

　更新時の値上げは仕方ないかもしれないが、五万円という金額はやりすぎではないのか？　と疑問に思った。何かしら裏がありそうなので早急に確認しようと決めた。






　後日、別件の仕事帰りに自分の足で歩いて八百屋に行き、息子夫婦の話を聞くことにした。

（もしかしたら、そのカフェ以外にも高額な賃料の値上げをされた店があるかもしれない。ヒアリングは大切だな）

　虹子さんのためになら労力を駆使しても苦にならない。早く解決して気持ちが楽になるようにしてあげたいと思うが、その後はそれでお別れになるかもしれないと考えると胸が痛む。

（虹子さんはとても純粋だから、こちらからアプローチをし過ぎると距離を置かれるかもしれない。どうしたらいいものか……）

　まるで十代の恋愛のように臆病になり過ぎて怖くて、一歩が踏み出せない。虹子さんとの関係が崩れるのが嫌で気持ちを伝えることができず、それこそ、拗らせ過ぎている。

　久方ぶりの恋愛に以前はどうしていたかも思い出せない。

　虹子さんはとても可愛くて純粋な心が綺麗な女性だ。自分にとって理想の相手だが、向こうはどう思ってくれているのかが分からずにもやもやしながら日々を過ごしている。私情を挟み過ぎていて、ももせの件はただのビジネスだと割り切るにしても今更遅く、抱えている案件よりも先に虹子さんを助けてあげたいとも思ってしまう。






　約束の月曜日。その日はこれといって急ぎの案件がある訳でもなく残業もしなくても良かったのだが、調べ物をして時間を調整して待っていた。

　夜の外出ということもあり、虹子さんに負担をかけないように車で店先に向かっている。車ならば、そのまま虹子さんを自宅まで送り届けることができるし、移動中もゆっくりと二人きりで話ができる。虹子さんには予め、車で行くと伝えてあるので、仕事が終わり次第、連絡をもらえることになっている。

　虹子さんに快適に過ごしてもらうために車の中は掃除し、芳香剤の香りも新しいものと取り替えた。幸いタバコは紙も電子も吸わないので、不快な匂いが染み付いていることはない。彼女ではないが、自分なりに気を遣い好感度は上げておきたいのも本音だ。

　メッセージアプリに新着が届き、急いで手に取る。『お疲れ様です。仕事は予定通りの二十時半に終わります』と虹子さんからメッセージが届いていた。俺はすぐさま返信し、車をももせまで走らせた。






　※　※　※






　閉店後にシャッターを閉めた後、雨野宮さんにメッセージを送った。初めての夜の打ち合わせに胸が高鳴る。レジを締めようとしていた時に返信が届き、『今から車で向かいます』とあった。

　昨晩にやり取りしたメッセージの中で車でお迎えに来てくれることを知り、現在の私は緊張し始めている。

（初めて異性の運転する車に二人きり……。私は彼女じゃないのに、お迎えに来てもらって二人きりだなんて大丈夫なのかな？）

　ぼんやりとしながらお金を数えていると手を滑らせて小銭を床に落としてしまう。チャリン……と音がして、ドアの前にぶつかって止まった。

（いけない！　雨野宮さんのことばかり考えてないでちゃんとしなくちゃ）

　私は床に落ちた小銭を拾うと締め作業を手早く正確にやろうと気合いを入れた。いつも通りにレジを締めてる間に売上高の日報をプリンタから印刷する。ペーパーレス化が進んでいるが、紙に印刷した方が見やすいし、いつでも取り出してササッと見られるのが良い点である。

（メイクも直したいし、お手洗いも済ませたい。時間がいくらあっても足りないくらいだなぁ）

　締め作業が終わり、エプロンをロッカーにしまってから身支度を整える。両親には予め、友達と約束があると伝えておいたので、いつもなら仕事終わりに顔を出しに来る両親は来なかった。

　雨野宮さんがせっかく車で迎えに来てくれるのだから、阻止はされたくない。雨野宮さんと会うことを母は許してくれるかもしれないが、父は絶対に許してはくれないだろう。やましいことをしてるわけではないので正々堂々としていれば良いのだけれども、父はきっと、雨野宮さんの存在も認めてはくれないだろうし、雅樹さんに失礼だとか言い出しそうな気がする。婚約はまだ成立したわけではないが、断りを入れたわけでもなく、保留になっているだけだ。

（夜に会うのが初めてだけど、お店の雰囲気も昼間とは違うよね……）

　よくよく考えれば本当はもっと大人っぽい服装なら良かっただろうが、初夏らしい涼し気なワンピースなんかを着てきてしまった。普段は着慣れないので、足元でふわりと揺れるワンピースの裾がくすぐったく感じてしまう。肌寒さ対策に薄手のカーディガンも着用している。

　身なりを整えた私は店の裏口から外に出ると、黒のＳＵＶ車がタイミングよく停車した。

「お疲れ様です、虹子さん」

　私を見つけた雨野宮さんは停車した車から、助手席側の窓を開けて声をかけてきた。

「お疲れ様です……」

　車に駆け寄ると助手席側のドアに手をかけようとしたが躊躇した。手を引っ込めて立ち往生してしまう。

（友達でも彼女でもないのに、当たり前のように助手席側に座るなんて失礼かな。でも後部座席にいきなり座るのも避けてるみたいに思われるのかな？　全くそんなことはないんだけど……！）

　立ち尽くしている私を見て、雨野宮さんが「良ければ助手席にどうぞ」と言ってくれたので遠慮なくドアを開けて乗る。

「よ、よろしく……おね……がい、します」

　緊張して、言葉もしどろもどろになってしまう。助手席側に乗り、シートベルトを締めるだけでも心拍数は上がっていくばかりだ。雨野宮さんの運転する車がすんなりと他の車と合流して、まだ明るいネオンの中を走っていく。

　車内は爽やかな香りが広がり、暗くてよく見えないが綺麗に掃除してある気がする。雨野宮さんの性格上、ゴミを置きっぱなしにしたり、散らかしたりとかしなそうだ。

「荷物が窮屈でしたら、後部座席においてくださいね」

　運転しながらこちらをチラッと見た雨野宮さんは、膝の上にバッグを置いてぎゅっと握りしめている私が窮屈に見えるのだろう。

「ありが……とう、ございます。でも、大丈夫です」

　バッグを握りしめていないと緊張で胸が押し潰されてしまうかもしれない。

「ふっ、……ははっ、虹子さん。取って食ったりしないので、そんなに固まらなくても大丈夫ですよ？」

「え？」

　雨野宮さんには私が緊張していることが丸わかりだったようで、笑いながら気を遣ってくれる。

「ふふっ、相変わらず可愛いなぁ」

「え？」

　一瞬、耳を疑った。聞き間違えだろうか？

「あっ、今のは聞き流してください！　独り言ですから……！」

　慌てて否定する雨野宮さんだったが、聞き間違えではなければ、私にとっては嬉しい一言だ。真に受けてしまって、頬も耳も火が出そうなくらいに熱を持ってしまっている。会話がなくなり、シン……としている車内に着信があった。

「あっ、……どうしよう」

　私のスマホは個別に着信音を変えておらず、ロック画面を見るまでは誰からの着信か分からない。私は電話をかけてきた主を見て唖然とする。

「どうしました？　遠慮なく電話に出てください」

　雨野宮さんは微笑みながら、そう促してくれたが私の顔色は青ざめていく。

「こ、小深沢さんからなんです……！」

　長めの着信音が流れるも一旦途切れたが、またかかってきた。鳴り響く着信音だが、私は手の震えが止まらなくなる。運転の邪魔にもなるし、電話に出なきゃ……と思いつつも勇気が出ない。

「とりあえず、出ましょう。大丈夫です、隣には俺がいますから」

「……分かりました」

　私は軽く深呼吸をしてから鳴り響く着信音を終わりにするべく、雅樹さんからの電話に出る。

（雨野宮さんも隣にいるから大丈夫。落ち着いて、対処しよう）

　電話に出るとまず初めに騒音が聞こえてきた。

『虹子さん！　やっと出てくれた。今週末、仲間内にも紹介したいので会いましょう』

　まだ私は何も言葉を発していないが、向こうから一方的に話をされた。

「今週末は……予定があります」

　今週末は友達との予定などなく、ゆっくり過ごすつもりだった。雅樹さんと二人きりで会うのが怖くて避けている。

『なら、週末じゃなくてもいい。店の定休日とか？』

「定休日は二ヶ月後くらいまで予定が入っています」

　予定は全部、雨野宮さんとの打ち合わせのために空けてある。

『ふうん……そう。なら、いい。虹子さんは婚約者とは会いたくないわけだ』

　ドンッと勢いよくグラスか何かをテーブルのような物に置くような力強い音が、耳元が痛くなりそうなくらいに聞こえてきた。

「雅樹さんとは婚約を結んでおりません」

『頑固過ぎる女は嫌われるよ？』

「……はい」

『とにかく、一旦会って話をしよう。また連絡する』

　プツッと一方的に切られて、耳元には何も聞こえなくなった。スマホを握りしめていた手に汗が残り、ハンカチを出して拭く。スマホも少しだけ汗の水滴がついていたので軽く拭き、バッグの中にしまった。

　一気に肩の荷が降りたような気もするが、まだ不快感は残っている。何度か電話をかけてきては、一方的に喋っては切られてしまう。私はその度にストレス負荷になり、眠れない夜を過ごす。こちらからは一度もかけたことはなく、最近はずっと着信を無視し続けていたので雅樹さんも相当頭にきているだろう。

　電話の内容はいつも〝二人きりで会いたい〟とのことだ。どちらかと言えば仕事の関係上もあるが夜に誘われることが多く、断り続けているのにもかかわらずホテルのバーに誘われることもあった。ホテルのバーなど滅相もないことだし、上に行ったら最後で何があるか分からない。絶対に行きたくない。

「虹子さん、大丈夫ですか？　これ、開けてないので良かったらどうぞ」

　私を気遣って雨野宮さんがペットボトルの水を渡してくれた。

「大丈夫です、ありがとうございます。気分が悪いわけではないんです。でも……」

「気を悪くされることを言われたんですか？」

「……はい、少しだけ。まだ婚約はしてませんが婚約者だと言い張ってくるんです」

　雨野宮さんが私の話を聞いてくれるだけで、掻き乱された心が次第に落ち着いてくる。

「小深沢さんも虹子さんを手に入れたくて必死なんですね。そろそろ本格的に動きましょう」

　雅樹さんと違って穏やかで紳士的な雨野宮さんだが、時折見せる怒っているように目尻が上がった表情にもキュンとしてしまう。

（雨野宮さんは雅樹さんの名前を出すとイライラしてる時もある。嫌いなタイプなのかな？）

　私は雨野宮さんの横顔をぼんやりと眺めた後、我に返って俯きながらペットボトルを握りしめる。

「虹子さん……あんまり、ジロジロ見ないでください。恥ずかしいです」

「え？　あ、ご、ごめんなさい！」

　横顔を眺めていたことがバレていた。自分が思うよりも、長い間じっと見つめていたのかもしれない。指摘された私は再び頬に火照りを感じる。

（雨野宮さんと一緒にいると心臓がバクバクして、どうにかなってしまいそう！）

　速くなった心臓の鼓動は一向に正常に戻らない。雨野宮さんが運転する車は都心に向かっている。

　一旦は静まり返った車内の雰囲気を変えるかのように雨野宮さんが口を開いた。

「ここなんですけど、いいですか？」

「え？　あ、はい」

　どうやら着いたらしい。車で通りかかった時に紹介された。車を近くにあるコインパーキングに停めて、お店まで歩く。

　雨野宮さんが予約してくれたお店は、黒壁がおしゃれなダイニングバーだった。

「地元の友達とか会社のスタッフとかとよく利用する店なんです。もっと別な場所も探したんですけど、どこがいいのか分からなくて……」

　向かった場所が雨野宮さんの会社の最寄り駅に近いと思っていたら、そういうことだったらしい。

「いえ、楽しみです。それに雨野宮さんの行きつけのお店なら間違いないですもんね」

　私たちはドアの前で微笑み合ってから店内に入った。雨野宮さんがいつも来ているお店に連れて来てくれたことに嬉しくなる。

「雨野宮様、いらっしゃいませ。あれ？　予約が二名って珍しいなと思ったら、彼女さんと一緒なんですね！」

　行きつけだけあって、雨野宮さんを見ただけで分かるらしい。おまけに彼女だと勘違いされている。

「彼女……ではないけれど、大切な人ではあります」

　彼女というワードは否定されたけれど、大切な人だと言われて気持ちが昂ってしまいそうだ。

「そうでしたか！　ゆっくりしていってくださいね。こちらへどうぞ」

　にこにこしていて、すごく親しみやすい印象の彼が予約席まで案内してくれた。店内は少しだけ薄暗く、テーブルには本物のキャンドルに見立てた照明器具の炎がゆらゆらと揺れている。

「素敵なお店ですね」

「料理は美味しいですよ。店員が少しだけおしゃべりなんですけどね……」

　ボソッと呟いた雨野宮さんは何故かメニューで顔を隠している。

「虹子さん、ドリンクは何にしますか？　遠慮しないで、お酒飲んでください」

「ありがとうございます。運転してもらってすみません。せっかくなので甘めのカクテルをいただきます」

　私はスタッフにお任せして甘いカクテルをオーダーしたが、雨野宮さんは運転があるためにソフトドリンクの中からオーダーした。雨野宮さんに悪いと思いつつも、せっかくの機会だからと堪能することにした。雨野宮さんおすすめの料理をオーダーして、しばらく歓談していた私たちだったが打ち合わせしていないことに気付く。

「ごめんなさい、ただの食事会になってしまいましたね」

　オーダーした料理が食べ終わる頃に雨野宮さんが呟いた。

「いつもおしゃべりして終わってしまいますね」

　私もおしゃべりが楽しくて打ち合わせなんて頭から抜けてしまっていたのだ。出会ったばかりの頃は雨野宮さんの会社についてのことや真面目な話が多かったけれど、最近では自分たちの興味のある話題を話したりしている。付き合ってはいないけれど、私にとってはデートみたいなものだった。

「虹子さんはお時間大丈夫ですか？　帰りは送って行きますので、もう少しだけお時間いただけたら……」

　時刻は二十二時を過ぎた頃だ。友達と出かけても、もう少し遅くなることもあったので心配もされないだろう。ましてや、もう良い年の大人なのだから。

「はい、大丈夫です」

「よくよく考えたら、この場所ではＰＣを開きにくいですよね。……というか、うっかり車に置きっぱなしにしてました」

　たしかにいつもなら持ち歩いているノートパソコンの入ったバッグも持っていなかった。自惚れてしまいそうだが、雨野宮さんは打ち合わせよりも私と二人で食事を楽しみたかったのだろうか？

「移動しましょうか」

　雨野宮さんの提案により、近くのファミレスに移動することになった。たった一杯のカクテルだったが甘めでも度数が高かったのか、頭がふわふわしている。お酒に強くないのでほろ酔い気分になった私は今なら雨野宮さんに自分の気持ちも伝えられそうな、そんな気もしていた。






「先程はありがとうございました！　いつもごちそうになってばかりですみません」

「え？　気にしないでください。またどこか、食事をしに行きましょう」

　私は「ありがとうございます」とだけ言って微笑んだ。打ち合わせ以外にもプライベートで食事に行けたとしたら、どんなに幸せなことだろう。

「ドリンクバーにしますか？　お酒飲んでも大丈夫ですよ」

「いえ、ドリンクバーにします」

　ひとまず、ドリンクバーをオーダーして飲み物を取りに行く。私はポットにダージリンの茶葉を入れてお湯を注いだ。雨野宮はいつものブラックコーヒーだ。

「質問してもいいですか？」

　雨野宮さんは席に戻るなり、いきなりそんなことを訊ねてきた。

「はい……？」

「今更ですけど、虹子さんは和食、洋食とか何系が好きですか？」

「私はどれも満遍なく好きですよ。雨野宮さんは？」

　和食なら新鮮で身のしまったお刺身とか大好きだし、洋食なら一番はイタリアンだろうか。

「最近、和食に凝ってます。職場近くの定食屋のさば味噌定食が美味しくて、それから和食にハマってます」

　雨野宮さんはさばの味噌煮がお気に入りだと忘れないようにしたい。料理は得意と言えるほどではないが、いつの日か、さばの味噌煮を作って食べてもらいたい。

「今度、定食屋さんに行ってみたいです」

　参考のためにも……ということで言葉に出してしまったのだが、「じゃあ打ち合わせなしで行きましょう」と返ってくる。

「え？」

「虹子さんが嫌じゃなければ、打ち合わせなしでも会ってくれると……いや、食事会しましょう」

「はい、食事会しましょう」

　対面に座っている雨野宮さんはノートパソコンを開いて画面を見つめているが、ほんのりと頬が赤い。誘ってくれるのは友達枠なのか、何なのか分からないけれどそれでも良いと思える。私はずっと雨野宮さんと一緒にいたくて、好きの感情が溢れてしまいそう。

「虹子さんの誕生日はいつですか？」

「九月二十八日です」

「そうですか……、もうすぐなんですね。それまでには今ある問題を解決してハッピーな気持ちで誕生日を迎えましょう」

　雨野宮さんは策があるのか、短期間で問題を解決したいと考えているようだ。そして誕生日を何故このタイミングで聞いたのかも気になったのだが、深く聞いたりはしなかった。

「さて、本題に入りましょうか」

　その時、私はあることに気付く。

（あれ？　窓際に座っている帽子を深めに被った男性がこちらをちらちらと見ている気がする……！　何だろう？　気味が悪い）

　ふとテラス席から視線を感じて窓の外を見ると、その人物は見たことがあるような男性だった。

（もしかしたら雅樹さん？　雨野宮さんは気づいてないみたいだし、変に席を移動したりしたら向こうにも気付いてるのがバレちゃうよね？　それなら、このまま気付かないふりをしよう）

　雨野宮さんには伝えないままに打ち合わせをしていく。

「先日、お話したことを踏まえて早めにご両親にお伝えしましょう。虹子さんとご両親が都合の良い日に伺いますので何日か提示していただけるとありがたいです」

「分かりました。早急に確認します」

「では、今日のところは解散しましょうか！」

　雨野宮さんは残っているコーヒーを飲み干すとノートパソコンを閉じた。

「あの、雨野宮さんの誕生日も……聞いてもいいですか？」

「はい。十二月二十二日です。冬生まれなんです」

　はにかむように笑う雨野宮さんが何だか可愛らしく思う。落ち着きがあり且つ温かみのある雨野宮さんは初春か初冬という勝手なイメージがある。

「クリスマスに近いので、子供の頃はケーキは誕生日と一緒だったりしましたね。ごちそうだけはそれぞれ食べましたけども」

「ふふっ、でもケーキはまとめてでも近いうちにごちそうがまた食べられるって子供にとって幸せですね」

「そうですね。その後に年末年始もあるし、誕生日付近から正月明けまでで毎年のように体重が増えるんです」

　美味しいものを食べ過ぎると体重が増えるのは仕方ないと思う。私は食べるのが大好きだから、気をつけないといつの間にか体重が増えてしまう。

「あ！　でも、もう何年も誕生日なんて誰かに祝ってもらうことなんてないから、体重は変わりません。むしろ、仕事の外回りの時は食べたり食べなかったりで……減ってるかもしれません」

「雨野宮さんは忙しいですもんね」

　一人暮らしだという雨野宮さんはあまり自炊が得意ではないらしく、外食やコンビニ弁当が多いそうだ。実家は会社の近くにあるらしいが、独立と共に出たらしい。月に何度かは実家のお母さんが自宅まで訪ねてきて、作り置きのおかずが届くこともあるみたいだが……。

「時間が遅くなったりすると昼を食べること自体が面倒くさくなっちゃうんです。お弁当とか作ってくれる彼女がいたらいいんですが、生憎の独り者なので……」

　声がだんだん小さくなっていった雨野宮さんは、事情を言い終わると私の方をチラッと見た。目が合ったので心臓の鼓動が一瞬跳ねたが、すぐに逸らされた。

（私が彼女なら、食事もお弁当も作ってあげるのにな。私は彼女以前に友達でも何でもないから……気軽に作ってあげる約束もできない）

　返事をすることも適わず、私の心の中は切ない気持ちでいっぱいである。こんな時、コミュニケーションを取るのが上手い人は気軽に『私が作ってあげる』と言えるのかもしれないが、私は後先ばかりを考えてしまって声かけできない。私は雨野宮さんが好きだけれども、雨野宮さんが私に恋愛感情を持っているかどうかなんて分からないから尻込みしてしまう。

「変な話をしてすみません！　では、また連絡してくださいね」

　雨野宮さんが荷物をまとめ始めたので、私も立ち上がる前にテーブルに置いてあったスマホをバッグにしまう。私たちが立ち上がり支払いを済ませている間にこちらを見ていた窓際の席に座っていた男性も、立ち上がって片付けを始めた。

（嫌な予感がする！　やっぱり雅樹さんなんだと思う……怖い）

　雨野宮さんに伝えようか迷ったが、伝えられないまま恐る恐る出口へと歩いていく。

（私が先に出れば雨野宮さんには絡んだりしないよね？）

　雅樹さんと思われる男性も片付けが終わり、出口付近の外側に立っていた。

（この状況では、もう逃げられないよね？　でも、雅樹さんだと気付いているとバレるのもまずいだろうから、このまま通過しよう）

　私は視線を横にずらさず正面だけを見ながらドアの外に出て、とにかくお店から離れようと早歩きになる。

「おい、無視するなよ！」

　声が低くて怒りの込められた言葉をぶつけられた時、身体が強ばり立ち止まってしまった。

「婚約者を差し置いて浮気をしてるとは、考えもんだな」

　やはり雅樹さんで、店舗外とはいえ、敷地内なのに大声を出された。

「話があるから、ちょっと来て」

　雅樹さんからグイッと強引に私の左腕を掴まれ、どこかに連れていかれそうになった。

「掴んでる手を離してください！　彼女が怖がっていますよ」

　それを雨野宮さんが引き留めてくれる。

「お前は誰なんだ？」

　雅樹さんは雨野宮さんを睨みつけて威嚇する。

「私は雨野宮と申します。虹子さんとはビジネスの話をしていただけですよ？」

「その割には随分と楽しそうだったよな？」

　雨野宮さんが雅樹さんに説明をしてくれたが、納得がいかないのか一向に引き下がらない。確かに雨野宮さんに会える日が毎回楽しみではあったが、名目は打ち合わせである。

「あなたが疑うようなことは何もありませんが、気になるようでしたら静かな場所で話しましょう」

　歩道にはポツポツと歩いている人もいるので、雨野宮さんが駐車場まで歩いていくと雅樹さんはしぶしぶついてくる。

「……で、虹子さんに何の御用があるんでしょうか？」

　近隣に住んでいる方に迷惑をかけてしまう恐れもあるので、車の中で話すことにした。雅樹さんは仕方なさそうに助手席に乗り込み、私は後部座席に座る。

「さっきも言ったが、俺は婚約者だ。何回誘ってもデートもしてくれないのに二人で楽しそうに話している姿が気に入らない。ビジネスだろうが何だろうが、笑い合ってる姿も見たくない！」

　雨野宮さんは冷静さを保ったまま雅樹さんに訊ねたが、彼は自分の感情をコントロールできない性格のようで、胸の内をさらけ出した。

「直ちに入籍してもらう。さもないと店ごと潰すからな。そして、お前のことも調べて潰してやるから！」と雅樹さんは続け様に言い放ち、雨野宮さんが「そんなことさせない」と返す。

　一向に収集がつかない話に私は戸惑ってしまう。

（もうこれ以上、雨野宮さんに迷惑をかけたくない！　この人は本当に何をするか分からないから……）

「雨野宮さん、もういいんです。これは私たち二人の問題ですから」

　私は精一杯の作り笑いを浮かべる。

「いや、だめだ。虹子さんにそんなことはさせない。できるなら潰してみろ。俺も絶対に負けない」

　雨野宮さんは啖呵を切る。凄味を増した雨野宮さんに雅樹さんは怖気づいたのか、舌打ちをしてから「絶対に許さないからな」と言って車の扉を思い切り閉めて、その場を立ち去った。

「ほんとに強引でわがままな人で困りますね」

　雨野宮さんはため息を吐いた。後部座席に座っていた私は胸がチクチクと痛む。

（私がすんなりと雅樹さんと結婚すれば、雨野宮さんにも迷惑をかけずに済むかもしれない……）

　そんな風に思った時、「虹子さん、助手席に座ってください。彼はもういませんから」と雨野宮さんに言われた。私は素直に助手席に座ると……雨野宮さんは私の左手を強引に引き、自分の手元に引き寄せる。

「え？」

　急に抱きしめられ、私は戸惑ってしまう。

（雨野宮さんの温もりが心地好くて離れたくないけれど……）

「虹子さん、負けずに頑張りましょう！」

　雨野宮さんの抱きしめる力が強くて、少し痛いくらい。こんな時、手は背中に回しても良いのだろうか？　私は恋愛初心者すぎて分からないままだ。

（でも、この温もりを忘れたくない）

　私は雨野宮さんに「はい」とだけ返事をして、笑って見せた。

「虹子さん……」

「……？」

　雨野宮さんが私のことを解放したかと思えば、頬をそっと右手で触れられた。雨野宮さんの顔が急に近付いてきて、一瞬だったが唇に柔らかな感触がした。
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「……！」

　間を空けて、キスをしたのだということを理解した。

「すみません、つい咄嗟に……」

　我に返った雨野宮さんは慌てながら、私から身体を離した。

「いいえ、謝らないでください」

　私はドキドキが治まらず、どうして良いか分からなかった。雨野宮さんは駐車場から車を出し、車道に出る。お互いに無言のままで、話をしたのは私の自宅の場所だった。

「自宅もお店から近いんですね。……というか、案外近くに住んでたので驚きました」

「そうですよね、一駅しか違わないですから。今日はありがとうございました」

　自宅付近に着くと私は深々とお辞儀をして、そそくさと車から降りた。お互いに気はずかしさがあるのか、別れ際もあっさりとしていた。雅樹さんが嫉妬から雨野宮さんのことを調べて近付こうと企むかもしれないので、もうこれ以上は雨野宮さんには会えない。何をするわけでもないかもしれないが、会社に押しかけたりされても迷惑でしかないから。

（雨野宮さん、ありがとうございました。打ち合わせだっていうのに、下心も抱いていてごめんなさい。大好きでした――）

　心の中で雨野宮さんへの想いと決別をする。

（さようなら、雨野宮さん）

　私は自宅のドアを開けるまでに、悲しみに耐えきれずに頬に流れてきた涙をハンカチで拭く。明日からはまた嫌な現実に引き戻され、雨野宮さんのいない日々の幕開けだ。

















第四章　幻日は幸運の兆し












『好きだ』とも伝えずにいきなりキスをしてしまうなんて、俺はどうかしている。小深沢への嫉妬から、虹子さんを手に入れたくて堪らなくなった。虹子さんは小深沢のことは眼中になどないのに、婚約者候補だというだけで、あっちの方がリードしているとさえ感じてしまったからだ。小深沢の件が片付いたら、虹子さんに気持ちを伝えたいと決めている。

（虹子さんの笑顔はいつも明るくて大好きだ。でも今日の何とも言えずに悲しい笑みを見せられたら、心が痛くなる。あんなにも辛い想いをさせるなんて許せないな）

　小深沢は店舗貸しを主にしている不動産業で近年では賃貸トラブルが増えてきたらしい。具体的には他の不動産業者よりも条件良く安く貸して、退出時にリフォーム代を多めに請求したり、更新のたびに賃貸料を大幅に引き上げをするとの噂を直川から耳にしていた。後々にトラブルにならないようにと慎重にことを進めていたのだったが、虹子さんの悲しい笑みを見たことによって小深沢への怒りが募ってしまう。

（いつもならば打ち合わせのお礼のメッセージが届くが翌日になっても一向に届かない。心配だなぁ……）

　社内には一人きりなので、仕事をしながらもメッセージの着信音が鳴らないスマホとにらめっこをしてしまう。

（虹子さんと何回も会ってるんだから、気軽に連絡してもいいだろうか？　電話しようかな）

　思い立ったが吉日ということで、考え込まないうちに電話をかける。なかなか出ないので諦めようとした時、『……はい』と、か細い声で返事があった。

「虹子さん、あの後は大丈夫でしたか？　何事もありませんでしたか？」

『はい、大丈夫でした。ありがとうございます』

　打ち合わせの後はお礼のメッセージを欠かさずに送ってくれる虹子さんなので、電話口に出てくれたのはありがたいのだが、元気がない声に不安が過よぎる。

「会話で話しにくければ、メッセージをくださいね。俺は虹子さんが幸せになれるように手助けがしたいから遠慮なく送ってください」

『……はい』

　虹子さんと会話していると何やら背後から『虹子、まだ話し合いは終わってないんだから別口の電話は後にしなさい』という男性の声が聞こえた気がする。

（聞き間違えか？　怒り口調の低い声だったような……。虹子さんの父親か？）

　俺はひとまず電話を切り、虹子さんからの連絡を待つことにした。……だが、一時間経過してもメッセージすらくることはなく肩を落とした。

　虹子さんに何らかの問題が絶対に起きたはずだ。そうでなければ、落胆しきったような声は出さないだろう。きっと雅樹さんが自宅に来て騒ぎ立てたと推測する。

（どうするのが最善策だろうか？　虹子さんからご両親に経営のことについて話をしたいから時間を作ってもらいたいと伝えるようにお願いはしたのだが……自分から動いた方が良さそうな気もするな）

　俺は明日にでもご両親のもとへ話をしに行くために資料を早急にまとめ始めた。裏取りした賃上げの証拠や経営を圧迫している店舗の縮小についてなど、必要ない経費を引くといくら利益が上がるのかという具体的な案も挙げてまとめていく。それから、虹子さんのお母さんが作ってくれたパウンドケーキや新商品を売り出す手立てもしていきたい。

（絶対に虹子さんを渡さない。問題が無事に片付いたら、募る想いも伝えたい……）

　願いを込めながら丁寧に資料をまとめて、プリントアウトする。無料に近い形でコンサルタントを請負うのは、名目上は美味しいお菓子のお礼だ。しかし俺も雅樹さんと同じように下心はありきなのは認める。自分は汚い男だと思いながらも、必死で現段階での考えをまとめていく。

　作業が終了して荷物をまとめて社外に飛び出すと、スマホにメッセージが届いた知らせがあった。

（虹子さんかな？）

　そう思いながらもタクシーを拾い、後部座席に座った後にメッセージを確認する。

（やっぱり虹子さんだ！）

　子供みたいに嬉しい気持ちのままでメッセージを開く。すると……

『雨野宮さん、今まで相談にのっていただきありがとうございました。桃瀬虹子は雅樹さんとの縁談をお受けすることになりました』

　と送られてきていた。

（え？　ちょっと待ってくれ。そんなことがあっていいのか……）

　その下にも続けてメッセージはきていて、

『もう会えなくなると思うと寂しいですが致し方ありませんね。本当にお気持ち程度ですが今までのお礼としてお金をお包みしたので、後ほど現金書留にてお送りしたいと思います。お世話になりました』

　とある。

　そして一番下には、

『追伸。お見合い話の前にお会いしたかったな。そしたら私たちは友達くらいにはなれたでしょうか？』

　と受信されていた。

（何だよ、これは？　虹子さん、お願いだから早まらないでくれ！）

　俺は勢いでメッセージを返してしまおうと思った。本当は今すぐにでも電話をしたかったが、電車の中ということと時間帯が遅すぎるので留まる。

（恋人や友達という認識ならば、非常時には時間を気にせずにかけてしまうかもしれないが……虹子さんにとっての俺はどういう関係性だったのだろう？）

　考え出したらキリがないし、メッセージを送り返すことに躊躇してしまいそうになるので関係性については気にしないようにした。

　虹子さんには、『明日の夜にももせに伺います。ご両親へは直接その時に詳細をお知らせしますので、どうか縁談の話はまだ保留にしておいてほしい』と送った。その後、メッセージは既読にはなったのだが、返信はないまま夜が明けた。俺は眠れない夜を過ごし、虹子さんを想う度に胸が締め付けられるように苦しくなった。虹子さんはきっと小深沢の汚いやり口に気付き始めていて、店が潰れるのと俺に対しての嫌がらせをさせないために小深沢に従おうとしていたのだと思う。〝絶対に結婚もさせず、店に手出しをするのを阻止する〟と固く誓った。






　※　※　※






　雅樹さんに待ち伏せをされた翌朝の天気は、私に元気を出してと言わんばかりに晴れていた。

　私は雨野宮さんからのメッセージを見てはいたが、返信しないまま、横になった。なかなか寝付けずに思い出してしまうのは雨野宮さんのことばかりで寝不足気味である。今日はカラッとした夏晴れが気持ちいいが、心の中は土砂降りのままだ。あの時にされたキスも何だったのか、今となってはわからない。

「虹子、本当にいいの？　他に好きな人がいるんでしょ？」

「……うん、でもいいの。これ以上、その人にも迷惑はかけられないから」

　母と一緒に朝食の食器を片付けながら、話し合う。母は私に好きな人がいるのは知っているが、雨野宮さんの存在は知らない。

　雅樹さんに待ち伏せされた後、雨野宮さんに追い払ってもらったが、今度は自宅に押し掛けに来られたのだ。両親が帰宅するのを見計らって二十一時少し前に雅樹さんが訪ねてきた。しかし怒鳴り込むわけではなく、あくまでも丁重な感じで、私が別の男性と二人で会っていると両親に告げ口をした。

　母は驚いた顔をして「まぁ！　好きな人と想いが通じたの？」と言ってしまったからか、そこから雅樹さんは不機嫌になった。それを聞いた父は怒り狂い、私を結婚させるよう説得すると、雅樹さんに約束してしまった。

（私の気持ちなんて無視して勝手にお見合いの場を設けられ、好きでもない人と結婚しなきゃいけない私の人生って何だったんだろう？）

　私はこのところ情緒不安定で心身に負担をかけてしまっている。

「虹子、まだあちらのご両親には縁談がまとまったことは伝えてないの。お父さんにはね、虹子が自分でお伝えするからって誤魔化してあるから大丈夫よ」

「お母さん……」

「今ならまだ引き返せる気がするわよ？」

　母は父がいないところで私を援護してくれるが、もう私の力だけではどうしようもできない。母も頑固な父を説得しようと試みているが、〝結婚〟というワードに縛りつけられている父の考え方は変わらない。

（雨野宮さんに現金書留を送らなきゃ。雨野宮さんの会社に郵送しちゃえば会わなくてもいいし、気持ちが揺らぐこともない）

　寝不足で頭が働かず、ストレスで胃も痛い。私は大きな溜め息を吐き、キリキリして痛みを感じている胃を撫でた。食器拭き用の布巾でお皿を拭きながら、泣きそうになるのを堪える。

　何をしていても思い出すのは雨野宮さんとの楽しい日々で、もう手が届かないのだと考えると辛くて切ない。

（せめて最後に自分の素直な気持ちだけでも伝えれば良かったなぁ……）

　失恋する前に強制終了された恋路は行き場がなく、自分の想いも消化できてないのだ。

「それか、お母さんから小深沢さんのご両親に話してあげようか？」

「ううん、大丈夫だよ。そんなことしたら、ももせがなくなっちゃうかもしれないから」

　私は首を横に振った。

「娘を差し出さなきゃ閉店するような店は、なくなったらいいんじゃない？」

　強い口調で言い放った母からは、内に秘めている苛立ちを感じた。

「そんなことをしなきゃいけない店なんて、今まで潰れない方が奇跡だったんじゃないの？　とにかく、どうなるかは分からないけど、母親として娘を守らせてもらうわね」

　母から強い意志を感じて私は何も言えずに口を閉ざした。

（お母さんはいつも私の味方だけど、今回ばかりはどうしようもできないよね。お母さんの負担になるのも心配……）

　残りの片付けを私に任せて、母は何やらお店に関する不動産の契約書などを持ち出してきた。

「年々、賃貸料が値上がりしてるものね。各店舗は更新の度に坪単価二割は値上がりしてるけど、いくらなんでも高すぎじゃない？」

　契約更新は二年に一度と聞いているが、更新の度に坪単価二割ずつ上げられたら……十年後にはとんでもない金額になる。先々代からの信用ということで父も信頼しきっていたのだろうけれど。

「私もそうは思うけど、お父さんが勝手にやり取りしてるから……」

「そうよね。私たちに相談もないものね」

　母は困った顔をしながら、溜め息を吐く。

「お母さんは今日は仕事休むわね」

「え？　小深沢不動産に行ったりしなくていいからね。それはやめて……！」

「心配しなくてもまだ行かないわよ。準備が整い次第行くかもしれないけど……」

　突如として仕事を休むことにした母は仕事に向かうラフな格好ではなく、少しだけめかしこんでいるような気もする。〝まだ行かない〟ということは、何かを企んでいそうな雰囲気だ。朝食の片付けも済み、私も仕事に向かう準備を始める。

（何だか憂鬱な一日の始まりだなぁ。こないだみたいにお店にまで雅樹さんが訪ねてきそうで怖い）

　私は気分が乗らないままメイクをしたりして、自宅に母を一人残して出勤した。






　今日はお使い物の箱菓子や夏らしい水菓子がよく売れていた。一人では慌ただしいような日の午後に会いたくない人が現れた。

「いらっしゃい……あ、こんにちは……」

「こんにちは。今日は近くまで来たものだから、雅樹と一緒に寄ったのよ。今日は暑いわねぇ……何だか喉が渇いたわ」

　ちょうどお客様が途切れた時に、白い日傘をたたみながら小深沢夫人が現れた。雅樹さんもその後ろから歩いてくる。

「ただ今、冷たいお茶をお出ししますので椅子にかけてお待ちください」

「あら、そぉ？　悪いわね。じゃあ、お言葉に甘えようかしら」

　冷たいものが飲みたいと言わんばかりな物言いだった雅樹さんのお母さんは、真っ先にイートインスペースに座る。『暑い、暑い』と言いながら、扇子をバッグから取り出して扇いでいた。雅樹さんはこちらをジロジロと見ては何かを言いたそうにしていたが、私からは話しかけることはしなかった。

「お待たせしました、冷たいお茶と水ようかんです。よろしければお召し上がりくださいね」

「あら、ありがとう。どうせなら、ここの看板商品のももの実もいただきたいわね」

「かしこまりました。ただ今、お持ちしますね」

　私は嫌悪感を抱いてしまい、本当なら拒否をしたい気持ちでいっぱいだった。ももの実を看板商品だと認識してくれることはありがたいのだが、自分から要求するのは如何なものか？

「ももの実です。お茶のおかわりも遠慮なく仰ってくださいね」

「ありがとう、早速いただくわ」

　お茶を飲み干して、ももの実の包みを開けていく。

（何か用事があったのかな？　お茶を飲みに寄っただけ？）

　私は黙々とお菓子を次々に補充していく。

（お願いだから話しかけないでほしい。次のお客様も早く来てください……！　この空間から抜け出したい）

　こういう時に限って、なかなか次のお客様がいらっしゃらない。この方々はお客様ではなく、本音を言えば知り合いとも呼びたくない。

（雅樹さん母子と三人って気まずいな。結婚したら、こんな風にどんよりとした気分が毎日続いていくのかな。好きでもない人を好きになれるんだろうか？）

　商品のお菓子を並べながら、ぼんやりと考える。雨野宮さんが座っていた席に小深沢親子は座っていて、土砂降りの日に雨野宮さんが尋ねて来てくれたことを懐かしく思う。

（雨野宮さん、今頃はお仕事中かな？）

　雨野宮さんと会う日はほとんど雨が降る。

「虹子さん、ごちそうさま。美味しかったわ」

「それは良かったです」

　雅樹さん親子は食べ終わったみたいで、私にそちら側に来るように呼んだ。

「雅樹がね、虹子さんとの新居を今から探したいっていうのよ。私としては同居が嬉しいんだけどねぇ……」

　雅樹さん本人はだんまりで一言も話してはいないが、雅樹さんのお母さんが一人でずっと話している。

（雅樹さんのお母さんと同居なんて無理……！）

　私は返答に困り、苦笑いをしてしまった。雅樹さんが私と今すぐに入籍をしたいと言わずとも、雅樹さんのお母さんがその気になっていて、もう逃げ場がない感じがしている。

（この母子は私の気持ちなんて、おかまいなしなんだよね？　今もちっとも楽しくない……）

　私はただひたすら時間が過ぎてほしいと思っている。楽しくないからこそ無関心で興味がないのだ。

（私はいつから、こんなに嫌な女になったのだろうか？　雅樹さん母子が嫌でたまらない！）

「虹子さんはどちらが良いのかしら？　同居？　別居？」

「私は……」

　同居も別居もどちらも考えられない。

「こんにちは。三千円くらいの箱詰めはあるかしら？」

　タイミング良くお得意様のお客様が来店した。

「いらっしゃいませ！　いつもありがとうございます。こちらか、または好きなお菓子を組み合わせて箱詰めすることもできますよ」

　私は雅樹さん親子から離れて、お客様のもとに行く。雅樹さん親子は「また来るわね」と言って軽くお辞儀をするとイートインスペースから立ち上がって、日傘を持って店の外に出ていった。

（良かった……やっと解放された）

　私は胸を撫で下ろすと接客に精を出した。






　夜、閉店間近の時刻に雨野宮さんから電話があった。出ようか出まいか迷ってしまったが、何度も着信は鳴り響いていた。

（もう会わないって決めたんだから、出ちゃ駄目だよね……）

　私はマナーモードにしてあるスマホを裏返して着信履歴を見ないようにした。絶縁するならば、いっそのこと着信拒否をすればいいのだが……心のどこかで躊躇してしまっている。

「こんばんは」

「え？　雨野宮さん？」

　たった今電話をくれたはずの雨野宮さんが店内に入って来たことに驚く。

「こ、困ります！　そろそろ閉店ですので……！」

「それなら、ちょうど良かった。ご両親に会わせてください。お願いします」

　私は追い返そうとしたのだが、雨野宮さんは深々と頭を下げた。

（両親に会いたいだなんて、何故なの？）

「夜分遅くにご迷惑だってことは充分承知してます。ですが、なるべく早い方が良いのでお願いします……！」

　雨野宮さんはずっと頭を下げたままで上げようとしない。

「雨野宮さん、頭を上げてください」

　私は慌てて雨野宮さんにお願いするのだが、彼は一向に頭を上げようとしない。

「……では、ご両親に会わせてくれますか？」

「それはちょっと……」

「でしたら、頭は上げられません」

　押し問答でどうにもならない。

（雨野宮さんは両親に会ってどうするつもりなの？　でも、このままだと雨野宮さんはずっとその姿勢で居続ける気もする……）

　雨野宮さんは姿勢をぶらさずに保っている。

「わ、分かりました。分かりましたから頭を上げてくださいね」

　両親がこの場にいないので、自宅まで雨野宮さんと一緒に移動しなければいけない。以前なら嬉しくて舞い上がってしまう出来事だが、今は乗り気ではない。

「はい、よろしくお願いいたします」

　雨野宮さんは頭を上げるとにっこりと笑った。

「私は締め作業があるので、イートインスペースで待っていてもらえますか？」

「はい、ありがたく待たせていただきます」

　私は根負けして両親に会わせると言ってしまったが、本当にそれで良かったのかと考える。

（雨野宮さんはきっと、ももせを守るために考えてくれたんだよね。それは想像はつくけど、会わせたところでお父さんは何て言うんだろう？）

　父が雨野宮さんに対して真摯な対応をしてくれれば良いが、心配で胸が痛くなる。

「雨野宮さん、待ってる間に召し上がってください。閉店間際でコーヒーはお淹れできませんのでペットボトルですが、こちらもどうぞ」

　雨野宮さんにミルクまんじゅうとペットボトルのお茶を差し出した。

「ありがとうございます。遠慮なくいただきます」

　ミルクまんじゅうを手にした雨野宮さんは嬉しそうにフィルムの包みを剥がして口に含んだ。

（今日、この席に雅樹さん親子が座ったんだよね。そしたら雨野宮さんも座るなんて……何だか不思議だなぁ）

　ミルクまんじゅうを食べている雨野宮さんを微笑ましく思いながら、レジの締め作業に取り掛かる。それが終わると着替えをして、雨野宮さんと一緒に店の外に出た。

「虹子さん、図々しいながら質問してもいいですか？」

「……はい、どうぞ」

　駅までの夜道を二人で歩いて行く。昼間と違って少しだけ静かな街並みに変わる。

「どうして、小深沢さんと結婚するなんて言い出したんですか？」

「それは……お店のためです」

　半分はももせのためでもあるが、残り半分は雨野宮さんに被害が及ばないようにするためだ。けれども、このことは本人には言わないつもりでいる。

「あんなに嫌がってたのに？」

　それを言われたら何も言えなくなってしまう。私はだんまりを貫いた。お互いが無言のままで、しばらく歩いてもうすぐ駅に着くという時に雨野宮さんが、「今から言うことは俺の寂しい独り言だと思って聞いてくださいね」と伝えてきた。

「まず、あんなに何回も打ち合わせを繰り返してきた相手にいきなり連絡をくれなくなるなんて、虹子さんはひどい人です。そして、俺が何とかしますって言ってるのに、一人で突っ走ってしまう虹子さんは相当せっかちなんでしょうね！」

　暗くて見えづらいが、雨野宮さんの横顔は少し怒っているような気がしている。ムスッとしていても綺麗な顔立ちだな、なんて不謹慎にも思ってしまった。

（雨野宮さんが本気で私を助けてくれること、本当は分かっていたけど……もうどうしようにも後には引けないもの）

　私には何も返事をすることができないし、雨野宮さんに甘えることもできない。

「他にも言いたいことはありますが、話し合い後に言わせてくださいね」

「……分かりました」

　一体どんなことだろうか？　気になるが、私には想像がつかない。

「あ、あの……！　本当は郵送しようと思ってたんですが、今までのお礼を受け取ってください！」

　私はバッグから現金書留用の封筒に入れるはずだった白い封筒を取り出して、駅の目の前まで来た所で雨野宮さんに差し出した。

「え？　いつもお菓子をいただいてましたけど？」

　雨野宮さんは受け取らず、そもそも封筒に触りもしなかった。引っ込みがつかなくなった封筒だったが、雨野宮さんは待っていても受け取らないと思うので、そっとバッグの中に戻した。私たちは電車の中では無言で道案内くらいしか会話をしないまま、自宅までを急ぐ。最寄り駅から自宅までは距離があり、雨野宮さんも一緒のため、タクシーを使う。

（お母さんには簡単に概要のメッセージを送ったけど、お父さんには何も伝えてない。心配だけど、事前に伝えたら門前払いになる可能性もあるから、上手く乗り越えられますように！）

　自宅の前まで着くと、願いを込めながら玄関の扉を開けた。

「おかえりなさい、虹子……と雨野宮さんね。どうぞこちらへ」

「突然、夜分遅くにお邪魔して申し訳ございません。雨野宮と申します。お邪魔します」

　母には雨野宮さんの名前と内容を伝えてあるので、すんなりと事が進む。雨野宮さんは靴を揃えて、一歩を踏み出した。

「虹子の好きな人なの？　やだ、めちゃくちゃカッコいいじゃない！」

　母はリビングに進むまで私の耳元でコショコショと内緒話をしながら、私の背中を叩いてくる。好きな人などと母が言うので雨野宮さんに聞こえたらどうしようか？　と私は内心冷や冷やしていた。

「お父さん、紹介したい人がいるの。コンサルタント業をしている雨野宮さんよ」

　リビングに着くと母は雨野宮さんを紹介して、お茶の準備に取り掛かった。

「コンサルタント業？　そんなものを頼んだ覚えはないぞ」

　父は面白くないのか、私の顔を見ては視線を逸らした。

「初めまして、雨野宮と申します。手短に説明するとももせ様の店舗と虹子さんを救いに来ました！」

　最初はどういうことか状況を飲み込めていなかったはずの父だが、次第に理解してくるといつも以上に低い声で「……帰ってくれないか。必要ない」と返してきた。父の顔はムスッとしていて、ご立腹なのがすぐに窺える。

「最大の目的の虹子さんの結婚を取りやめにするまでは帰れないんです」

「何だって？　結婚を取りやめにするなんてできるわけがないだろう！」

　父は怒りを露わにしているが、雨野宮さんは冷静沈着そのもので微動だにしていない。

「……ですが、虹子さん本人は結婚を望んでいないんです。欲を言えば、私の方が虹子さんと結婚したいくらいなんですから」

「何を言ってるんだ？　くだらないことを言うのも大概にしてくれないか」

　雨野宮さんが言った言葉を私は聞き逃さなかった。

（私と結婚したいくらいって……！　私の方こそ、雨野宮さんと一緒にいたいの。雨野宮さんの本心ならばどんなに幸せなことか……）

　私は胸をときめかせながら、やはり雨野宮さんのことが好きなんだと再確認する。

「虹子、この方には帰ってもらいなさい。今日はお母さんも勝手に仕事場に来なかったし、一日中嫌な日だった」

「……む、無理なの。私だって話だけでも聞きたいの。お願いだから、それくらい許して……！」

「無理だ。この方にはももせのことも虹子の結婚のことも全く関係のないことなのだから」

　何を言っても跳ね返されて父とは理解し合えないと思った。いつからこんな風に食い違うようになってしまったのだろうか？

「水を差すようで大変申し訳ないのですが、そもそも虹子さんの気持ちも考えずにお見合いを進めてしまったことが問題なのでは？」

　決着のつかない父との言い合いに雨野宮さんが割って入ってきた。父は雨野宮さんに言われた一言で我に返って黙り込んでしまい、更にピリピリとした雰囲気になった。

「あらあら、ついに虹子に本物の王子様が登場したのね！」

　キッチンに居た母にも聞こえていたのか、にこにこしながらコーヒーとナッツ入りのパウンドケーキを運んで来る。母の一言で私の頬はみるみるうちに赤く染まっていく。

　意識したくないのに意識せざるを得ない。

（お母さんの言うように雨野宮さんが本物の王子様だったら良いのになぁ……）

　母の登場により、雰囲気は少しだけ明るくなったような気がする。

「私はただ純粋に虹子さんのことを想っているからこそ、救ってあげたいんです」

　雨野宮さんは父の方向を向きながら、父に届くようにピンポイントで伝えた。

（両親の前なのに純粋に想っているだなんて言ってもらえて嬉しい。ドキドキし過ぎて、胸が破裂しちゃいそうだよ）

　父は何も言わずに黙っている。

「失礼ですが、小深沢雅樹さんが担当している店舗で何が起きているかご存知ですか？」

　雨野宮さんは父がだんまりを決めていても気にせずに話し出す。

「雅樹さんが担当している貸店舗は、ももせの他は全て新しい店舗でした。つまり、小深沢社長が一度も関与していない店舗ということになります」

「それが何だと言うんだ？」

　父は面白くなさそうに口を開いた。まず雨野宮さんは雅樹さんに根回しされる前に今までの悪事をリークするようだ。

「更新時には五万以上の値上げを要求し、当然払えないという店舗ばかりでした。それをいいことに値上げは二万以内に収める代わりに金銭を受け取っていたようです。ももせではどうでしたか？」

　父は私たちの方を見ずにそっぽを向いている。

「そんなことはなかったと思うけどなぁ……」

　あくまでもシラを切るつもりの父に、雨野宮さんは小さな溜め息を吐く。

「そうですか。虹子さんにはお話したのですが、売上が落ちている店舗を店じまいして、ネット販売をするのはいかがですか？」

「そんなことはしない。ネット販売なんて一時的な流行りだろう」

　父は自分のしていることに対して指摘されたり、提案されたりするのがよほど面白くないのか、嫌な言い方をしてくる。

　不当な賃貸料に対するやり取りや売上が著しく落ちている店舗の店じまいやネット販売をするように促すが、父は一向に首を縦に振らない。私や母も援護するが、父の考えは揺るがない。

「では、虹子さんが雅樹さんに脅されていたことはお知りですか？」

「雅樹君がそんなことをするはずがない。虹子はこの人に騙されてるんじゃないか？」

　父の目にはどれだけ、雅樹さんが良い人に映っているのだろうか？　父は雅樹さんを子どもの頃から知っているし、お父さんとも仲が良いとのことだけで信用しているだけだ。娘の私の意見も聞いてくれないのはなぜなのだろう？

「わ、私は……結婚しないと、ももせを潰すとまで言われたの。私はももせがなくなるのは嫌だけど、雅樹さんとは結婚もしたくないの！　だから、雨野宮さんは私の相談に乗ってくれてるんだよ」

　私は声を荒らげて、自分の気持ちをさらけ出す。雨野宮さんはなぜだか、私を見て少し微笑んでいる気もした。

「家族を犠牲にしても、ももせが大事なら、お父さん一人で守り抜いたらいいんじゃないかしら？　私は手に職もあるし、雨野宮さんに相談しながら洋菓子店でも開こうかしら？」

　母が冗談なのか本気なのか、そんなことを口に出した。

「何なんだ、お母さんまでそんなことを言い出すなんて……！」

「あら、こうなるとしたら、あなたがやってきたことのツケが回ってきたんじゃないかしら？　何でも勝手に決めるのはお父さんのよくない癖よ」

　母にズバッと言われた父は黙りこんだ。

「私の提案に耳を傾けてくださると嬉しいです。もちろん、耳に入れたくなければ聞き流してくださっても構いません」

　雨野宮さんは今後のももせの展開についての詳しい話をした後、少しだけ雅樹さんについても触れた。

「雅樹さんの悪事が広がれば、結婚した虹子さんの肩身も狭くなります。ももせの評判も当然落ちるでしょう。その前に結婚の話はなかったことにしていただきたいです。それが、ももせのためにも虹子さんのためにもなりますから」

　初めは耳を傾けなかった父だが、雨野宮さんの話を聞いていく内に、戸惑いながらも婚約前提の付き合いを解消すると言ってくれた。

「虹子、雅樹君が裏でそんなことをしていたなんて知らなかったんだ。結婚を無理に勧めたお父さんを許してくれないか……」

　父はガックリと肩を落としていたので私はすぐに許そうとしたのだが、「許さないわよね、虹子？　お父さんは反省しなさい。いつだって、何でも勝手に決めちゃうんだから！」と母が言って更にしょんぼりしていた。それを見ていた雨野宮さんは苦笑いをしている。

「それにしても、お母さんの読みが当たったわね。不当なことをしてるって。虹子のこともあるしお父さんも騙されてる側だから自分一人で何とかしたくて……昼間は同じく小深沢不動産から賃貸してる店舗に話を聞きに行ってきたの」

　母は自分で焼いたパウンドケーキを食べながらご機嫌そうに話す。

「そしたら偶然にも王子様が登場したから驚いちゃった。この際だから聞くけど、二人は好きあってるんでしょ？」

「ちょっと、お母さん！」

　ストレート過ぎて私は茹でダコになりそうなくらいに顔に火照りを感じてしまう。

（私はもちろん大好きだけど……）

　雨野宮さんは一瞬、驚いて目を丸くしたが、「虹子さんのお気持ちは分かりませんけども……俺、いや私は……虹子さんのことを大切に想ってますよ」と照れくさそうに返事をした。その後は私に一斉に注目が集まり言葉にはできなかったが、きっと私の想いはバレバレだっただろう。

　雨野宮さんは両親と小深沢不動産のことや今後のことを一通り話した後、タクシーに乗って帰っていった。私は玄関の外まで出て、姿が見えなくなるまで見送った。

　別れ際に「虹子さん、自分の意見をはっきり言ってて格好良かったですよ」と言われた。父に意見をした時に雨野宮さんが微笑んだように感じたのは、そのせいだったみたいだ。

　昨日の今日で、もう会えないと思っていた雨野宮さんが自宅に来てくれるだなんて夢にも思わなかった。

　雨野宮さんが帰った後に父が、「雨野宮さんは虹子のことが本当に大好きなんだな。仕事柄とはいえ、損得なしでこんなにも親切にしてくれるんだから」と伝えてきた。

（本当にそうだったら嬉しいけれど、私の好きと雨野宮さんの好きは違うかもしれない。私は愛してる方の好きだけど、雨野宮さんもそうかなぁ。本当に私なんかと結婚したいのかな？）

　私は幸せな気分のままで、背筋を思い切り伸ばすように背伸びをした。父とのわだかまりもなくなり、婚約話も断れるとなれば、晴れ晴れとした気分に切り替えて明日からまた頑張ろうと心に誓った。






　夏が終わり、暦の上では九月の下旬になった。もうすぐ十月だというのにまだ暑い。

「こんにちは。お疲れ様です」

「雨野宮さん、こんにちは」

　雨野宮さんの提案により、二ヶ月後の十二月前後にはネット販売をプレオープンすることになった。

　工場の一角をネット販売部としてスタートさせた。その準備のために毎日、バタバタしている。

「虹子さんに少しだけ用事があるんですがいいですか？」

「はい、大丈夫ですよ」

　私は他の従業員に少しだけ抜けると伝えて、席を外した。

「明後日、お誕生日でしたよね？」

「……はい」

　私と雨野宮さんは工場の裏手に行き、立ち話をする。

「明日、明後日は仕事が遅くなりそうなのでお会いできないと思うんです。なので、今日お祝いをしたくて……」

「え？」

「虹子さん、お誕生日おめでとうございます」

　雨野宮さんは、小さな水色の紙袋を私の前に差し出す。

「ありがとうございます……！」

　私の誕生日を覚えていてくれただけでも感動的なのに、誕生日プレゼントまでも用意してくれたことに舞い上がってしまう。

「開けてもいいですか？」

「あんまり、自信はないですが……」

　九月の誕生石のブルーサファイアが埋め込まれている、雫の形が揺れる可愛らしいイヤリングだった。

（雨の雫みたいにも見える）

　同封されていた説明書にさらっと目を通すと、サファイアは信頼などの意味の他にパートナーとの絆を強める石ともいわれているらしい。今まで以上に雨野宮さんとの絆が深まるようなそんな気がする。

「雨野宮さん、とても素敵なプレゼントをありがとうございます！　大切に使わせていただきますね。試しにつけてみようかな……」

　私は嬉しくなり、片方だけでもつけてみたくなる。

「あれ？」

　鏡がないと上手くつけられず、苦戦してしまう。

「つけてあげましょうか？」

　もたもたしていた私を見た雨野宮さんがイヤリングを手の内から取る。

「意外に難しいものですね」

　雨野宮さんは何気なく私の耳につけようとしているけれど、顔も身体も近くて鼓動が速くなる。目をぎゅっと閉じた。私の顔はみるみる内に火照り始めて、真っ赤になる。

（緊張して、変な汗が出てきそう……！）

「はい、つきましたよ」

「あ、ありがとうございます」

　雨野宮さんは他の女性にも、気軽につけてあげたりするのだろうか？　それとも、私は特別なのだろうか？

「良かった、虹子さんに似合ってる」

　ドキドキしている私のことは気にせずに、雨野宮さんは喜んでいる。

「今度、出かける時につけていきますね」

「はい、次の出かける日も楽しみにしてます」

　長い時間は仕事を抜けられないので、ここでお別れする。雨野宮さんにときめいたまま、職場に戻るとイヤリングを見てスタッフから冷やかされた。

　早く、雅樹さんの件を解決して雨野宮さんに想いを伝えたい。想いは募るばかりだ。






　十二月初旬から始めたネット販売の売上は上々だった。ひとまず、売上の問題はクリアできそうな手応えを感じていた私たちは他にも新商品を工場で開発したり、どうするか？　を両親を交えて話し合いをする。

　婚約を前提にした付き合いを解消しようと両親が雅樹さんを説得しようとした時、どうしても一緒になりたいと言って、『結婚をしないのならばももせの賃貸料を更に値上げする』などと言ってきたそうだ。

　小深沢不動産から店舗を借りている小売店は多数ある。ネット販売の準備と同時進行で、私は雨野宮さんと一緒に小深沢雅樹の良くない噂が本当かどうかを調べることにした。その結果、悪事が明るみに出た。値上げが苦しい店舗では雅樹さんに泣いてすがるので、毎月の値上げをしない代わりに心付けをくれたら値上げはしない、と受け取った金をポケットマネーにしていた。

　雨野宮さんから売上と見合っていなかった店舗を閉鎖するように促される。小深沢不動産から借りていた店舗は本店以外は閉店することに決めた。本店も売上に見合ってはいなかったのだが、そこは残して営業したいという父の強い希望があった。確かに先々代が苦労して店を立ち上げたのだから、残したい気持ちも分かる。その気持ちは雨野宮さんも納得してくれて、売上を伸ばすことに重点を置き残すこととなった。他に残したのはデパート内の二店舗だった。こちらは賃貸料はまぁまぁ高めな金額だが、他の店舗よりは売上もあり、お使い物としての需要もある。その他、日持ちのする商品はデパートのカタログに載せてもらい、お歳暮やお中元コーナーにも置いてもらえることとなった。それから、工場での空きスペースでバラ売りの直販売も始めた。これが案外好評で地元の人だけではなく、近場のお客様も足を運んでくれるようにと願いを込めて、ＳＮＳで発信することにした。

　賃貸料が主に圧迫していたので規模を縮小し、ネット販売も本格的に行うことにした。よって売上は今まで以上に伸び、小深沢雅樹さんとの縁も切れた。雨野宮さんが、ももせはもちろん、他の小売店を経営している方々と一致団結して、雅樹さんのお父さんに息子がこれ以上悪事を働かないよう直談判をしに行ったのだった。雅樹さんは父親にバレてすっかり改心して、ことはすんなりと収まった。雅樹さんは同世代とコミュニケーションを取るのが苦手で昔から友達が少なく、成人してからはお金で友達を買うようなことをしていたらしい。店舗から巻き上げたお金は、友達との交遊費に使っていたそうだ。

　雅樹さんのお父さんは息子がポケットマネーにしたお金の総額をそれぞれの店舗に返金した。使い込んでなかった分は雅樹さんのお父さんが回収し、息子も一緒に頭を下げに行ったらしい。息子は仕事中は常に社長である父と行動することを約束した。

　物価が上がっても迷惑をかけた各店舗には、明確な理由のない値上げはせず契約書通りの賃貸料しかもらわないと約束した。

　小深沢さんの息子の悪事が浮き彫りになり、彼を信用していた父は落ち込んでいたようだった。問題も解決して、私と父の関係は元通りになった。今までは我慢してしまうこともあったが、私は父に対して自分の意見はしっかりと伝えるようにすると、父も自分だけで決めずに相談してくれるようになった。母は私の結婚話もなくなり、晴れ晴れとした顔をしていて、これから始まろうとしている新しいことにわくわくしているみたいだ。

　ネット販売部門の担当になった私は今まで以上に毎日、生き生きと仕事をしていた。

　縮小した店舗の従業員は、希望により他社への就職を斡旋したり、私が抜けた本店の販売員になったり、ネット部門や新製品開発のために工場に異動してもらった。






　※　※　※






　虹子さんと出会ってから、あっという間に冬になった。気付けば十二月に入り、寒い毎日が続いている。

（虹子さんは楽しんで仕事をしているだろうか……）

　虹子さんを思い出さない日はない。あのまま、虹子さんが小深沢と結婚していたら、俺は今頃どうなっていたのだろうか？　嫉妬に狂っていただろうか？　救えなかった罪悪感に悩んでいただろうか？　未だに虹子さんとの進展もないままにただ、平和に過ごしている。

「社長、忘年会はどうしますか？」

　ＰＣで作業をしていると直川が傍に寄ってきて、話しかけてきた。

「もうそんな時期か……」

「社長はクリスマスは予定ないと思いますが、みんなはその前後は予定がありますから、そこは避けてほしいです！」

「ほんとに失礼な奴だな。俺だって予定くらいある」

　そう言うと直川はニヤニヤしながら、「彼女と上手くいったんですね。おめでとうございます。忘年会に連れてきてもいいですよ！」と返してくる。

「遠慮しとく。……忘年会の店も日付も直川に任せるから、みんなと相談して決めて」

「分かりました！　じゃあ、高級店にしますね」

「……常識の範囲で頼む」

　フレンドリーな職場なのは良いことだが、直川は若さ故か行き過ぎてる感じもする。直川は年齢関係なく誰とでも仲良くしているので、社内も円滑化してギスギスしないというのもあるかもしれない。

（クリスマスか……虹子さんは予定があるだろうか？）

　自分からキスをしたり、両親の前で結婚したいくらいだと伝えた割には驚く程、その後の行動が伴っていない。クリスマスこそは絶対に虹子さんに気持ちを伝えたい。

「さて、そろそろ外回りに行ってきます」

　十五時からクライアントと打ち合わせがあるため、コートを羽織りマフラーを巻く。従業員に外出することを伝え、外に出ると社内との寒暖差に身体が震えた。今日は特に寒い気がする。

　虹子さんのことをぼんやりと考えながら歩く。自分はこんなにも恋愛に臆病だったのだろうか？　少しずつ歩み寄っているつもりなのだが、それ以上が踏み出せない。ももせのことが落ち着いたら必ず、気持ちを伝えると心に固く誓う。






「あっ！」

　会社からほど近い駅前のカフェテラスを通りかかった時、奥側に見覚えのある男性が座っていた。男性は小深沢で、テーブルにはコーヒーカップの他にノートパソコンが置いてあり、何やら作業をしていたようだ。俺はさっと通り過ぎようとしたが、小深沢の姿が忽然と消えた。まぁいいか……と思いながら歩いていこうとすると、

「なんだよ、まだ俺に何か言うつもりか？」

　と俺の目の前に立ちはだかり悪たれを吐いてきた。

「別に……何も言うつもりはない」

　いつの間にか、わざわざ移動してきて俺に話しかけてきたのだが、面倒なので早々に立ち去りたい。

　小深沢は少しだけ痩せた気もする。毎日、社長と行動を共にしているので、常に歩き回っているのかもしれない。聞いた話によると社長は自分の足で歩いて定期的に貸店舗の様子を伺いに行き、不都合がないかなどと訊ねて回っていたらしい。そのせいか、古くから付き合いのある小売店などは慕っていたそうだ。だが、小深沢の息子に任せた店舗は最初の挨拶だけしか回っていなかったようだ。息子を信頼して同じようにすることを促してはいたが、それが思わぬ方向に行き、金銭トラブルにまで発展するだなんて誰が思っていただろうか──

「今日は親父……社長が別件でいないから自由なんだよ。邪魔するなよ」

「そうか。まぁ、頑張って」

　邪魔をした覚えはない。自由という割には忙しそうにすごい速さでタイピングしていたような気もする。長引かせたくないし、クライアントとの打ち合わせ時間に遅れても困るので、お望み通り邪魔しないように去ろう。

「おい、ちょっと待て」

　しかし、去り際にまた話しかけてきた。一体、何だと言うのか。

「お前も苦労したんだな。だからといって同情はしないけど」

　俺の肩を気安く、ポンポンと叩いてくる。

「調べればすぐに分かるんだよ。不動産屋の情報網を舐めるな」

　元々、雨野宮という名字はなかなかいないので探しやすかったのもあるだろう。小深沢は俺が憎くて身辺を調べたのだろうが、潰す前に自分が潰されたという残念な結末だ。

「人生は何とかなるもんだから、せいぜい苦労しな」

　まさかとは思うのだが慰められているのだろうか？

「それは同情では？」

「さっきも言ったが同情はしない。哀れみだ。じゃあな！　虹子さんより綺麗な嫁を見つけても羨ましがるなよ」

「分かったよ……」

　小深沢は相変わらず上からの物言いだが、以前より話し方が柔らかくなったような気がした。心做しか、今の生活が楽しいようにも感じとれる。しかも、憎いはずの俺に同情をするあたりはお人好しというのか、世間知らずのおぼっちゃまというのか……。俺とは違い、悔しくて這い上がるタイプではなさそうだ。改心した小深沢は良く働いていると小耳に挟んでいるし、きっと褒められて伸びるタイプなのかもしれない。






　※　※　※






　雅樹さんとのことはなくなったが、慌ただしい毎日の中で私と雨野宮さんの関係性はあれから何も進展してはいなかった。季節は冬になり、寒さが厳しくなってきて雨野宮さんの誕生日が近くなってくる。

　ネット販売部はお菓子工場の一角にあり、私の他に従業員が二人いる。私たちはカスタマーセンターの役割をしていて、引き出物に使いたいといった大量注文も増えてきたため、梱包や発送は基本的には工場内にいる専用スタッフに任せてある。

（雨野宮さんに誕生日プレゼントを渡したいけれど、何がいいだろう？　迷うなぁ……）

　私はネット販売の仕事をこなしつつも、ぼんやりと考えてしまう。雨野宮さんから『外回りのついでにお菓子製造の工場内にあるネット販売部に立ち寄る』と連絡があり、余計に気もそぞろになってしまっている。

（落ち着いたら気持ちを伝えるはずが、気付いたら冬になってたなんて……奥手にも程がある！　誕生日こそ、プレゼントを渡して気持ちを絶対に伝えなきゃ）

　ネット販売の立ち上げにより、私の休日が雨野宮さんと同じ土日祝となった。よって、雨野宮さんとは自然すぎるくらいに連絡を気軽に取り合い、外食したり映画を見たりしているが、未だに恋人でもない。

（雨野宮さんも両親の前では結婚したいくらいだとか言いつつも、何も伝えてこない。社交辞令だったの？）

（あのキスだって……結局、何だったんだろう？）

　不安が頭を過よぎる。九月の私の誕生日にも誕生石のサファイアが埋め込まれている可愛らしいゆらゆら揺れるタイプのイヤリングをもらったが、愛の告白なんて一切なかった。

（私は雨野宮さんが大好きだけど、彼にとっての私は一体どんな関係なの？）

　自分からも切り出せないままで、知り合い？　ビジネスパートナー？　恋人未満から抜け出せない。

「こんにちは」

　雨野宮さんがネット販売部に現れると女子社員からは毎度の如く、黄色い歓声が上がる。

「雨野宮さん、こんにちは。今日はいい天気ですね」

「雨野宮さんはいつ見てもカッコいい……！」

　きゃあきゃあと盛り上がる女子社員たちは、まるで芸能人に遭遇したかのように騒いでいる。

「虹子さん、ちょっと工場の外で話せますか？　みなさん、虹子さんを少しだけお借りしますね」

　雨野宮さんが不敵な笑みを浮かべると、女子社員たちは、「どうぞどうぞ！」と言いながら物みたいに私を差し出した。私と雨野宮さんは彼女らに見送られながら、工場の外へと来た。

「実は直接、お伝えしたいことがありまして……」

　妙にかしこまっているスーツ姿の雨野宮さんは、何かを言いにくいことを躊躇っているかのようだった。もしかすると良くないことがおきたのでは？　と勘ぐってしまう。

「どうかしました？　不適切なことでもありましたか？」

「いえ、そんなことはないんですけども……」

　雨野宮さんは言葉を濁したので、ますます心配になる。

「あっ、そうだ！　雨野宮さんの誕生日付近の土日で空いてる日はありますか？」

「そのことなんですが、実はご相談があって……」

　場を和ませたくて突発的に発してしまったのだが、雨野宮さんからも何か連絡事項があるようだ。

「……はい？　何でしょうか？」

「自分の誕生日はともかく、クリスマスも近いですのでホテルのディナーにでも行きませんか？」

　雨野宮さんがはにかみながらそんなことを言ってきたので、私の気持ちは落ち着かなくなる。

（クリスマスにホテルのディナーとは？　も、もしかして、いきなりのお泊まりなの？）

　良からぬ妄想をしてしまい、パニック寸前だ。

「大丈夫ですか？　虹子さん。無理だったら断ってもらっても……」

「い、いえ……！　そうじゃなくて！　いきなりのお泊まりとかハードルが高すぎて……！」

　考えていたことがついうっかり、言葉に出てしまう。

「え？　泊まり？　……虹子さんが良ければそれでも構いませんよ。じゃあ、そうしましょうか」

　雨野宮さんにクスクスと笑われた。

（私ってば、何を口走ってしまったんだろう。雨野宮さんはそういうつもりじゃなかったはずなのに……絶対に、はしたない女性だと思われたよね？）

　私はドキドキが止まらなくて倒れてしまいそうだ。

「この後、ご両親にも許可を得てきますのでご心配なく」

　雨野宮さんは少しだけ口角を上げて、爽やかな笑顔を見せる。

「え、えっと……！　私たちは恋人でもないのに……お泊まりだなんて……」

「小深沢さんの件が片付いてからはずっと……虹子さんとは自然な流れで交際しているものだと思ってました。そっか、想いを伝えると言ってたのに伝えてなかったですもんね」

　私たちは知らぬ間に交際していたことになっていたらしい。驚きすぎて思考回路が追いつかない。

「俺は虹子さんのことが大好きです。笑顔が可愛いとことか、気遣い上手なとことか……」

「ちょ、ちょっと待ってください！　そんな大事なことを今、この場所で言うんですか？」

　雨野宮さんは予想外にも工場の裏手でそんなことを言ってくる。今の時間は誰も外にはいないが、通りすがりの誰かに聞かれてしまう可能性だってあるので私は慌ててしまう。

「駄目ですか？　言うのを我慢していただけで、常に虹子さんへの愛は溢れているんですよ」

　平然とした態度でしれっと愛の告白をしてくる雨野宮さんに骨抜きにされて身体の力が抜けてしまい、自力では立っていられなさそうだ。

「虹子さん？　大丈夫ですか？」

「……はい、大丈夫です」

「あ、そうだ。お泊まりするなら覚悟決めてくださいね」

「覚悟？」

「はい、そうです。ずっと我慢してた分、虹子さんに対する愛情が溢れて理性が働かないかもしれないので……。でも以前にも言った通り、虹子さんと結婚したい気持ちは本心ですからね」

　私と視線を合わせながら雨野宮さんは伝えてきた。

（理性が働かなくなる……とか、普段の雨野宮さんじゃないみたい）

　私の心は掻き乱されたままで、ドキドキして夜も眠れなくなりそうだった。






　私たちは雨野宮さんの誕生日よりも先にクリスマスイブを二人きりで過ごすことになった。私が変なことを口走ってしまったおかげで高層階ビルの中に鎮座する高級ホテルの最上階にあるスイートルームを予約してくれた。

　雨野宮さんは大人の男性らしく落ち着いているが、私はそわそわして落ち着かない。

（雨野宮さんてカッコいいから当然モテるだろうし……お泊まりとか手馴れてるのかな？）

　私は男性とのお泊まりも高級ホテルもスイートルームも初めてで、ただソファーに座っているだけだった。

（窓の外を見れば夜景は綺麗だけど……広すぎるし、雨野宮さんと二人きりだし、どうして良いのか分からない。どうして過ごすのが正解？）

　雨野宮さんはルームサービスでフレンチのディナーをオーダーしてくれたため、食後は手持ち無沙汰になり、私は妙な空気感にいたたまれなくなっている。

「虹子さん、せっかくだから専用ラウンジに行ってみる？　それとも、クリスマスのケーキはルームサービスを頼んであるから部屋で過ごす？」

「ラ、ラウンジに行ってみたいです」

　高級ホテルに相応しいようにと、綺麗めな紺のワンピースを新調した私だが、それが似合っているかも分からない。普段は履かない高さのあるヒールも慣れなくて、つまずいてしまいそうだ。そもそも高級ホテル自体が私の身の丈に合っていないとさえ思ってしまう。

「今はカクテルタイムだって。虹子さんは少しだけならお酒飲めるんだよね？　一杯くらいなら大丈夫かな？」

「はい」

　専用ラウンジにはカップルシートという場所もあって、そちらに案内された。スイートルームとはまた違った夜景が見えて、きらきらと輝く煌びやかな世界に吸い込まれてしまいそうだった。

「サンタさんの帽子の飾りがついてて、可愛いカクテルですね」

　私はクリスマス限定の、ストロベリーとラズベリーの果肉が入った赤いカクテルをオーダーした。甘酸っぱく、程よい微炭酸が入っていてジュースみたいなカクテルで美味しい。

（お酒にあんまり強くないと事前に話してあるから、バーテンダーさんが度数低めにしてくれたんだよね）

　雨野宮さんも同じように度数低めのカクテルをオーダーしたが、見かけはメロンソーダみたいな色合いのカクテルだ。リースの飾りがついている。運んできてくれたスタッフがスマホで記念写真を撮影してくれた。初めての二人の写真に心が躍る。






　カクテルを飲みながら談話をして、そろそろルームサービスの時間になるので部屋に戻った。

「割り当ては半分ずつだから、虹子さんも頑張って食べてね」

　部屋にはシャンパンと四号のクリスマスケーキが届いた。クリスマスケーキはいちごがのっているだけのシンプルな飾り付けだが、いちごは飾り切りをしてあって大人可愛いみたいなイメージだ。

（お母さんが作るケーキもこんな感じなんだよね。シンプルで可愛い）

　フレンチのディナーは美味しくてお腹いっぱいになったけれど、ケーキも美味しくてすんなりと胃袋に収まってしまいそう。

「メリークリスマス！」

　雨野宮さんがグラスにシャンパンを注いでくれると、音を鳴らさないようにエアーで乾杯をした。シャンパンは程よい甘さの大人の味。

「シャンパンって美味しいんですね。でも飲み過ぎたら危険かも」

「うん、俺も飲み過ぎに注意する」

　二人ともそんなにお酒は強くないので、ほろ酔い気分になったら飲むのをやめる。

「雨野宮さん、今日はありがとうございました。これ、クリスマスプレゼントです」

「こちらこそ、ありがとう。はい、これは俺からのプレゼント」

　私は雨野宮さんに文房具屋さんおすすめのボールペン、英国御用達のＰＡＲＫＥＲの『コアライン』をプレゼントした。書きやすさ重視でシンプルなブラックのボールペンを選んだ。

　赤いリボンを解き、薄いピンク色の箱を開けると白いアクセサリーケースが入っている。

「わぁ、綺麗……！」

　ケースの中にはシルバーのハートモチーフに七色の虹色のカラーストーンが埋められているネックレスが入っていた。ハートモチーフだけでも可愛らしいのに、自分の名前でもある〝虹〟をイメージしたネックレスをプレゼントされて、嬉しくて涙がポロリと零れ落ちてくる。

「ごめん、趣味悪かった？」

「違うんです、嬉しすぎて……！　ありがとうこざいます。私、雨野宮さんが……大好きです」

　感極まってしまい、想いが溢れ出してしまう。

「……うん、俺も虹子さんが大好きです」

　隣同士にソファーに座っている私たちはお互いに見つめ合い、雨野宮さんは私の唇に自身の唇をそっと重ねてきた。唇が離されると私は恥ずかしくて、俯いてしまう。雨野宮さんはそんな私をそっと抱きしめて、「随分遠回りしたけど、俺には虹子さんしかいないんだ。幸せにしますから、自分のところにお嫁さんに来てくれる？」と震えた声で私に聞いてくる。
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「……はい、もちろん。喜んで行きます」

　私は雨野宮さんの愛情に応えるべく、そっと背中に両手を回した。

（雨野宮さんの温もりが落ち着く。大好き）

　雨野宮さんの胸に顔を埋めると規則正しい心臓の鼓動が聞こえてくる。

「虹子さんも結婚に対するトラウマとかがあるかもしれないから、ゆっくりでいいから……。もちろん、恋人同士を満喫してからでも全然構わない」

　きっと、雅樹さんに結婚を強要されたので気にしてくれているのだろう。確かにあの時は病んでしまいそうなくらいに拒絶反応が起きてしまっていたが、雨野宮さんとは今すぐにでも結婚したいという気持ちになるのだから不思議である。

「トラウマはないんですけど、私……男性とお付き合いしたことがないので、少しだけ……恋人同士を満喫してみたいな、って思います」

　私は恥ずかしいながらも自分の考えを述べた。すると驚いたようで、そっと抱きしめていた手を解いて私の身体を離した。

「そうなんだ。虹子さんはこんなに可愛いのにずっと一人だったなんて信じられないけど……でも確かに慣れてない感じは伝わってる。じゃあたくさん満喫しよう。たくさん出かけたり、俺の自宅にも気軽に遊びに来て」

「は、はい！」

「合鍵渡すから夕飯作ってくれるとありがたいし、何ならずっと泊まってても構わないからね」

「え、えー？」

　雨野宮さんからの怒涛の提案に私はハードルが高すぎてついていけない。

「やっと想いが通じたんだから、一緒にいられる時は一緒に過ごそう」

　私は微笑んでから頷いた。

「わ、私も……！　雨野宮さんじゃなくて、名前で呼んでもいいですか？」

「もちろん、そうして」

「じゃあ……諒さん？」

「さん付けだと硬いから、呼び捨てでいいよ」

　精一杯の勇気も却下されてしまった。

「よ、呼び捨てなんて、雨野宮さんは年上ですし無理です……！　だったら、わ、私のことも……呼び捨てでお願いします」

　雨野宮さんのことを呼び捨てだなんて恐れ多い。

「虹子さん……虹子」

　クリスマスケーキを目の前にして、雨野宮さんは私の頬に触れながら名前を呼んでくれる。

（好きな人に呼び捨てで呼ばれるって、何だかくすぐったい感じがする）

　雨野宮さんに触れられた頬が熱を持ってきた。

「虹子も俺の名前を呼んでごらん」

「りょ、お……君」

〝さん〟は硬いと言われたので、親しみを込めて、君付けにした。

「君？　……ふふっ、まぁ、いっかぁ。虹子は本当に可愛いなぁ」

　雨野宮さんは笑いを堪えているのか、肩が震えている。手をグイッと引かれて、雨野宮さんの両脚の合間に座らせられた。

「え、ちょっと！」

「ケーキ食べよう」

　背後から抱きしめられながらソファーに座る形になった。

（いくつ心臓があっても足りなそう……！）

　心拍数が上がり、緊張で身体が強ばる。

　人生初、好きな人とのクリスマスイブは甘くて蕩けてしまいそうだ。

　私たちは心置きなく、気持ちを伝え合い交際をスタートした。正々堂々と付き合うことになった。






　翌年の六月。雨野宮さんと付き合うことになってから半年が経過して〝諒君〟と呼ぶことにも抵抗がなくなった。

　私は諒君の住んでいるマンションに居る時間が多くなり、いつの間にか一緒に住んでいるような感じだった。

「諒君、直川さんにデザインしてもらった包装紙が大人気なんです」

「へぇー……」

　私は夕食を済ませて片付けをした後、リビングでノートパソコンを開いて諒君に画面を見せる。現在見ているのは、ももせのネット販売のページだ。

「直川にも意外な才能があったんだな」

　お風呂から上がった諒君は私が座っているソファーの隣に、髪の毛をタオルで拭きながら腰を下ろした。

「直川さん、小さい頃から絵を描くのが好きだったみたいですよ」

　包装紙には、ももせで販売している、ももの実やミルクまんじゅうなどの定番お菓子が季節の花々と共に可愛らしく描かれている。手描きのふんわりとした優しいタッチと色合いが人気でネット限定の包装紙となっている。

「ちょっと違う感じのデザインの実店舗の包装紙も作ってほしいな。あと紙袋とかも作りたい」

「あんまり頼むと直川が調子に乗るからほどほどにね」

「えー、そんなことないですよ」

　ももせは、ネット販売が好調で売上がどんどん伸びている。お使い物の他にお取り寄せをしてくれたお客様の中には、旅行に来たついでに実店舗に立ち寄ってくださる方々も増えてきた。あの時、諒君に頼って本当に良かった。ももせも立て直しできたし、諒君とも親しくなって──

「もうすぐ挙式なんだから、家にいる時はゆっくりしようよ。ただでさえ忙しいんだから、身体壊されたら困る」

　ぎゅっと諒君が抱きしめてきて、お互いの視線が重なる。あと二週間後には挙式である。

「……はい。じゃあ、もう閉じるね」

「うん、そうして」

　私がノートパソコンをそっと閉じると諒君が触れるだけの口付けをしてきた。

「見逃したドラマ配信見る？」

「その前にお風呂入らなきゃ……」

　諒君は人の話も聞かずに頬や首筋にたくさんキスを落としてくる。

「ベッドに行く？」

「ちょ、っと！　りょ、諒君！　話聞いてます？」

「……聞いてない」

　付き合うことになってからの諒君はとにかく甘さが増している。半年経過した今でも、諒君の綺麗な顔が自分に近付くとドキドキが止まらない。そのうち、心臓が破裂してしまうのでは？　と思うほどに破壊力がある。






　私たちは濃密な時間を重ねて、結婚まで辿り着いた。憧れのジューンブライドに挙式をする。一年前に出会った時期とも重なり、更に幸せになれそうだ。

　結婚式の前日から朝方までは生憎の雨だったが、式が開始される前には雨が上がって〝幻日げんじつ〟という短い縦の虹が出ていた。幻日とはスピリチュアル的には幸運の始まりらしく、それを見た私たちは微笑み合い、これからの未来への幸せを願った――
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